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             逗子市教育委員会 



 

                  会 議 録   

 平成１７年８月１５日逗子市教育委員会８月定例会を逗子市役所第６－７会議室に招集し

た。 

 

◎ 出席者 

   委員長          小 島 裕 子 

   教育委員         五十嵐   樹 

   教育委員         村 松 邦 彦 

   教育委員         吉 﨑 久 治 

   教育長          野 村 昇 司 
 
   教育委員会理事    
   兼教育部担当部長     松 下 洋一郎 
 （文化・教育ゾーン総括） 

   教育部長         新 明   武 
 
   教育部次長      
                川 村 信 敏 
   学校教育課長事務取扱  

   教育総務課長       草 栁   清 

   学校教育課主幹      倉 地 正 行 
 
   学校教育課課長補佐  
                金 沢   聖 
   学校教育係長事務取扱  

   充て指導主事       柳 原 正 広 

   生涯学習課長       矢 島 茂 生 
 
   生涯学習課課長補佐  
                竹 内 敏 春 
  文化財保護係長事務取扱 

   教育研究所長       佐 藤 真 澄 

   教育研究所主幹      高 舘 正 明 

   図書館長         川 上 喜久夫 

 

 



  事務局 

   教育総務課課長補佐    小 俣 雄 司 
  
  教育総務課副主幹   

                舘   兼 好 
   庶務係長事務取扱   

 

 

◎ 開会時刻    午後 ２ 時０４分 

◎ 閉会時刻    午後 ５ 時１４分 

 

◎ 会議録署名委員決定  村松委員、五十嵐委員 



 

○小島委員長  

 会議に先立ちまして、報道関係者より写真撮影の申し出がございました。これを許可する

ことに御異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声多数 ） 

 では、御異議なしと認め、許可することに決定いたしました。 

                （ 写 真 撮 影 ） 

 では、以上で写真撮影を終わります。 

 それでは、これから会議に入りますが、傍聴の皆様にお願い申し上げます。傍聴に際しま

しては、入り口に掲示されておりました注意事項をお守りくださるようお願いいたします。

また、教育委員会の議決により、秘密会にすべき事項と思われる案件が出された場合は御退

場いただくことがございますので、御了承ください。 

○小島委員長  

 それでは、定足数に達しておりますので、ただいまから平成１７年逗子市教育委員会８月

定例会を開催いたします。 

 本日の会議日程はお手元に配付したとおりでございます。 

 会議規則により、本日の会議録署名委員は村松委員、五十嵐委員にお願いいたします。 

 これより会議日程に入ります。 

 

◎日程第１「教育長報告事項」  

○小島委員長  

 日程第１「教育長報告について」を議題といたします。 

 教育長から報告をお願いいたします。 

○野村教育長  

 ８月は後半に教育長会議がございますが、７月の教育長会議はございませんでしたので、

さしたる報告内容はございません。ただ、この逗子の教育を考えたときに、夏休みがどのよ

うに過ごされているかということは、前回の教育委員会の席でも御報告申し上げましたが、

現実に夏休みが始まってみて、中学ではほとんどの学校が補習授業をやっている。それから、

小学校でも始めた学校がございます。校長先生方の報告によりますと、休み中に職員会議が

開かれ、あるいは校内研究が実施できて、大変有効な夏休みになっている。ただ、従来の先



生方は、夏休みというものがあった時代から考えると、かなり先生方の生活も厳しくなって

きているんだなということが実感として感じられます。 

 さて、現在、アスベストの問題がマスコミで高く報道され、また現実の問題として我々も

アスベストについて逗子の教育施設その他について、やはり関心を持たざるを得ません。そ

ういうことで、事務局の方でさまざまな動きをしておりました。私が説明するよりも、より

具体的に説明できるかと思いますので、事務局の方からアスベストについての取り扱いを御

報告していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○川村教育部次長（学校教育課長事務取扱）  

 私からは、本市のアスベストにかかわる取り組みについて御報告いたします。本市では、

アスベストについての取り組みを一本化すべく、８月２日に各部の次長を中心といたしまし

て、緊急の会合を持ちました。その結果、アスベストにかかわる情報は管財課が掌握すると

ともに、新築や増改築についての相談はまちづくり課、市民への周知及び建築、リサイクル

等の解体や大気汚染にかかわる対応は生活環境課、労働基準監督にかかわる対応は経済観光

課、そして市の所有する建物についてはおのおのの所管の管理者が対応することとなりまし

た。 

 アスベストは御承知のように昭和５０年に禁止されるまで、主に鉄骨の柱や梁などに吹き

つけられておりました。また、昭和５５年には吹きつけロックウールにアスベストを混ぜた

ものも禁止されました。その際、学校施設の吹きつけアスベストが社会問題となりまして、

その除去作業が行われ、全国の官公庁の６０％がアスベスト除去済みと言われております。

今回、昭和５５年以前の建物について、吹きつけの有無、吹きつけされている部分がむき出

しで、毛羽立っていたり、損傷により繊維が崩れたりしていることにより飛散するおそれ、

あるいは吸引するおそれがある場合はすぐに対応する必要があることから、８月２日から８

月５日までの短い期間ではありますが、第１段階の緊急調査として、それぞれの所管の建物

について、目視による緊急調査を開始しました。あわせて、設計書等によるアスベストを含

有している建材の使用の有無についての調査を行うこととしており、現状での教育委員会所

管の建物の調査状況につきましては、後ほど教育総務課長から報告いたします。また、第２

段階として、有無が明確でない場合は、業者に委託し、成分分析等の調査を行う予定もあり

ます。さらに、第３段階として、調査結果や委託業者の調査などにより、必要であれば除去

等の必要な対応を行うことになっております。 

 いずれにしましても、今後の県や国の方針を見きわめながら、適切に対処し、市民や児



童・生徒の健康を損なわないような手だてを図ることを庁内で確認しております。 

○草栁教育総務課長  

 私の方では学校施設それから社会教育施設を８月２日から５日にかけまして目視調査をさ

せていただきました。小学校５校、中学校３校、それから社会教育施設８カ所でございます。

この中の社会教育施設の中には、文化プラザ、図書館、それから新築されました逗子小学校

も含めまして調査をさせていただきました。基本的には昭和５５年以前の建物という調査で

ございますが、こういったところを含めまして調査をさせていただきました結果、吹きつけ

等のアスベストはないということで、管財課の方に御報告をさせていただいております。次

のステップとしましては、今、次長が出席しております調整会議の中で、国からの方針を含

めまして、２段階目の調査をやっていくことになると考えております。教育施設及び社会教

育施設につきましては、吹きつけ部分のアスベストはないという結果でございます。以上で

ございます。 

○小島委員長  

 ありがとうございました。本件に関して御質疑、御意見はありませんか。 

○五十嵐委員  

 とりあえず安全という、確認までできたと思うんですが、それについて市民の方への何か

告知のようなことは考えていらっしゃいますか。 

○川村教育部次長（学校教育課長事務取扱）  

 安全という広報よりも、このような対応を広報で伝えていくということがまず最初という

ことで考えております。その後の調査の結果を管財課の方で広報に努めていくと、そのよう

に思っております。 

○小島委員長  

 ほかにございませんか。 

○村松委員  

 このアスベスト問題というのは、国の基準とかで言うとね、オーケーだけれども、実際は

基準でもやっぱり厳しいというようなことが結構あるんですよね。だから、基準レベルに達

しているからいいというんじゃなくて、かなりきちっと分析してですね、どの程度だという

ことも含めて公表してもらった方がいいんじゃないかな。ただ達しているから安全だという

んじゃなくてですね、そこだけしっかりと把握をしておいていただければというふうに思い

ます。 



 ○小島委員長  

 それは可能でしょうか。よろしくお願いします。よろしいですか。ほかにいかがでしょう

か。 

 では、ほかに御質疑、御意見がないようですので、これをもちまして教育長報告事項を終

わらせていただきます。 

 

◎日程第２「陳情第１４号「新しい歴史教科書をつくる会」の教科書を採択しないことを求め 

る陳情」  

◎日程第３「陳情第１５号「新しい歴史教科書をつくる会」（扶桑社）による中学校－歴史、 

公民教科書の不採択を求める陳情」  

◎日程第４「陳情第１６号戦争体験・被爆体験を継承し、平和の心を育む教科書の採択を求め 

る陳情」  

○小島委員長  

 日程第２「陳情第１４号「新しい歴史教科書をつくる会」の教科書を採択しないことを求

める陳情」、日程第３「陳情第１５号「新しい歴史教科書をつくる会」（扶桑社）による中

学校－歴史、公民教科書の不採択を求める陳情」、日程第４「陳情第１６号戦争体験・被爆

体験を継承し、平和の心を育む教科書の採択を求める陳情」、以上３件を一括議題といたし

ます。 

 本件については、おのおのの委員において調査研究されてこられたと思いますので、御質

疑、御意見をいただきたいと思います。いかがでしょうか。 

○村松委員  

 これらについてはもう何度も陳情・請願が出ているんで、そのときにきちっと教育委員会

としては考え方というのを出しているわけですね。これについても、いろいろと先生方の意

見あるいは広く学識者の意見等を聞きながら、教科書の決定をしているということであるわ

けですから、これについてはやはり不採択ということで決めたいというふうに思います。 

○小島委員長  

 ほかに御意見いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。それでは、これから採決に入りたいと思います。採決は１議題ずつ

行います。まず初めに、陳情第１４号につきましては、ただいまの村松委員の御意見のとお

り本件について不採択ということでよろしいでしょうか。 



                （ 全員異議なし ） 

 では、本件については不採択にすることに決定いたしました。 

 次に、陳情第１５号について採決いたします。同様の理由により、本件については不採択

ということでよろしいでしょうか。 

                （ 全員異議なし ） 

 では、本件については不採択にすることに決定いたしました。 

 次に、陳情第１６号について採決いたします。同様の理由により、本件については不採択

ということでよろしいでしょうか。 

                （ 全員異議なし ） 

 では、本件については不採択することに決定いたしました。 

 

◎日程第５「議案第１０号教育財産の取得の申出について」  

○小島委員長  

 日程第５「議案第１０号教育財産の取得の申出について」を議題といたします。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

○矢島生涯学習課長  

 それでは、議案第１０号教育財産の取得の申出について御説明申し上げます。 

 国指定史跡長柄桜山古墳群内の土地の取得について、別紙のとおり逗子市長に取得の申し

出を行うものでございます。 

 次のぺージをお開きください。土地取得の申出書の案でございます。申し出の土地は、い

ずれも逗子市桜山の山林で、桜山７丁目１８３９番２の2,２００平方メートル、桜山７丁目

１８７８番３の５７平方メートル、桜山７丁目１８７９番２の４６５平方メートル、桜山８

丁目１９８３番２の３６６平方メートル、桜山８丁目１９８５番３の1,３２９平方メートル、

桜山８丁目１９８６番２の3,１３８平方メートル、合計7,５５５平方メートルでございます。 

 次のぺージをお開きください。この図面は、逗子市と葉山町との行政境にまたがる古墳の

位置を示しております。次のぺージをお開きください。この図面は、指定等の対象地域の範

囲を示す地形図でございます。また、次とその次のぺージをお開きください。赤く塗った部

分が今回一括取得を申し出する土地でございます。なお、最後の２ぺージの部分の図面につ

きましては、第１号墳及び第２号墳の公図の写しでございます。以上で説明を終わります。 

○小島委員長  



 本件につきまして御質疑、御意見ございますでしょうか。 

○村松委員  

 これは将来はもっと広げて買う予定はあるんでしょうか。今のところはまだそういう予定

というのはないんですか。 

○竹内生涯学習課課長補佐（文化財保護係長事務取扱）  

 将来的にということは、今、何とも申し上げられない状況です。と申しますのは、今回こ

の申し出をしましたのは、国指定史跡として指定されている範囲内の部分について申し出を

行っています。これにつきましては、国の国庫補助がつくうえで、買うということになって

おります。これ以外の土地を買うとなりますと、全額市負担になりますので、そのことも加

味して、将来的には検討していくという状況になります。以上です。 

○小島委員長  

 よろしいでしょうか。ほかにいかがでしょうか。 

 よろしいですか。では、ほかに御質疑、御意見がないようですので、本件については可決

することでよろしいでしょうか。 

                （ 全員異議なし ） 

 では、本件について可決することにいたしました。 

 

◎日程第６「議案第１１号教科用図書の採択について」  

○小島委員長  

 では、日程第６「議案第１１号教科用図書の採択について」を議題といたします。 

 まず、事務局から説明をお願いいたします。 

○川村教育部次長（学校教育課長事務取扱）  

 本件は義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律により平成１８年度中学校使

用教科用図書を採択するものでございます。その権限は教育委員会にございます。これまで

５月９日の第１回教科用図書採択検討委員会、７月２８日の第２回教科用図書採択検討委員

会において、教科用図書調査委員よりそれぞれ各社の教科書の特徴など報告を受けまして、

各委員より活発な意見、質問が行われ、本日の審査に至りました。お手元に既にお渡しした

たくさんの資料があるかと思いますが、県の研究調査、三浦市、葉山町と合同で行った調査

研究報告書、教科書展示センター等で回収しました市民や保護者の御意見、そのほかに教科

書会社の趣意書などを御提示しております。なお、採択検討委員会の関係者名簿等につきま



しては、９月１日以降公開させていただきます。慎重な御審議、よろしくお願いいたします。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ただいま説明がありましたように、私ども十分な調査研究を踏ま

えてこの採択に当たりたいということで、何度も学習会などを通じて勉強してまいりました。

それをすべてお持ちになられて、きょうに臨まれていらっしゃると思いますので、さまざま

な御意見をいただきながら一つ一つ教科書を決めていきたいと思います。基本的には私たち

逗子の子供たちにどのような力をつけていきたいのか、子供たちにどんな成長をしてほしい

のか、そんなことを加味しながら、さまざまな御意見をいただきたいというふうに思います。

それを経まして、各種目ごとに挙手で採決をするという方法をとりたいと思いますが、それ

でよろしいでしょうか。 

              （「異議なし」の声多数 ） 

 では、御異議がないようなので、そのように進めさせていただきます。それでは早速審議

に入らせていただきます。審議に入る前に何か御意見などございますか。 

○野村教育長  

 私は教育長として、人間理解を媒介にした相互啓発能力、追求としての情報活用能力、そ

れから将来健康で送れる運動・スポーツ能力、この３つの能力を逗子の子供たちに培いたい

ということで、現在まできております。また、委員の皆さん方や学校の先生方や保護者にも

この話をしてまいりました。したがって、この観点をもって、それぞれの会社の教科書を比

較検討してきたわけでございますが、それぞれの教科書は文部科学省の検定も経て、それぞ

れの編集方針であり、その編集方針も本当に微に入り細に入り、大変すばらしく整えられて

いると感じております。そういうそれぞれのよさがあるわけですから、ここで採択された以

外の教科書を否定するものではございません。しかし、１社に絞らなければならないという

ことがございますので、これまでの学習会等で論議が尽くされているわけですが、さらにき

ょうはここで最終的な論議によって１社の教科書に絞ってまいりたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。では、まず国語からまいりたいと思います。どの教科書も、今、

教育長のお話にありましたように、文部科学省の検定を経ているものですけれども、私たち

の理解を確認するために、もう一度中学校の学習指導要領から各教科の目標についてだけ御

提示したいと思います。まず国語の指導の目標としては、国語を適切に表現し、正確に理解



する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や創造力を養い、言語感覚を豊か

にし、国語に対する認識を深め、国語を尊重する態度を育てる。これを目標としております。

では皆さんから国語の教科書について御推薦の御意見をいただきたいと思います。 

○野村教育長  

 世の中がグローバル化されてきているこの現代、日本語、いわゆる国語を大切にしなけれ

ばならないというふうに私は思っております。グローバル化されればされるほど、自分の国

の言葉の重要さというものを認識していかなければならないと考えております。そういう点

から、相互啓発能力育成のために、伝え合う言葉を大前提にした教育出版の教科書、これは

大変ユニークな編集方針を持って構成されていると思いました。さらにすぐれた読み教材を

そろえて言葉の豊かさを追求している光村図書、そして情報活用能力を重視した東京書籍の

教科書等、そのほか学図や大阪書籍、三省堂とございますが、この教科書会社の中から私は

ただいま申し上げました教育出版、そして光村図書、そして東京書籍の教科書を、これまで

の学習会等で論議されたものを集約した中で、この３社を推薦していきたいと思っておりま

すが、いかがでしょうか。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○村松委員  

 今ですね、とにかく国語の力というのは非常に落ちてきている。特に読解力、読む力が落

ちてきているわけですね。これは社会の流れということもあるんでしょうが、インターネッ

トとか携帯電話とか、テレビを含めてビジュアルの世界にかなりシフトして、子供たちもそ

れに接触する機会が非常に多い。今度、超党派で文字活字振興法というのができて、１０月

２７日が文字・活字の日になるんですが、これもやはり子供たちの読書力とか読解力とか、

読む力が非常に落ちてきていることがかなり行政としても危機を感じている。読む力が落ち

るということは、やはり論理的思考が衰えていくということになるんですね。感覚が発達し

てきますが、やはり人間とほかの動物と全然違う。論理的思考力といったものを国語にどこ

まで中学生の子供たちに伝えていくことができるかどうか、そういう観点でやはり教科書と

いうのは選んだ方がいいだろうというふうに思っているわけです。これが最重点課題ととら

えています。 

 そういった意味では、今、教育長が言われましたが、私は光村の本が、文学作品も非常に

多くてですね、読書力といったことに対して、かなり重要な視点で編纂しているんじゃない



かというふうに考えているわけです。そのほか東京書籍等も割にオーソドックスにつくって

はおられますけれど、やはり古典からいろいろとバラエティーに富んでいるのは、光村が少

し秀でているんだろうと思います。ただ、光村の弱点もあるんですね。ということは、どっ

ちかというと、光村の場合は、きちっと言葉一つ一つを大事にしてないというところもあっ

て、トータルの国語の力を伝えるにはいいんですが、その辺の一つ一つの言葉を大事にして

いる面では東京書籍の方があるかなというふうには思っております。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○吉﨑委員  

 私も光村の教科書を全部見せてもらいました。読むということ、この読書活動を促す本の

世界を広げよう、これを掲載して、子供の興味・関心を高めて、読書活動だとか読書案内、

そういう部分で図書館指導をきめ細かに進めている、こんなふうに思います。また、中学生

にぜひ読んでほしいという、すぐれた近代文学作品を掲載しておりまして、よい作品、これ

が多く配置しているということで定評があると思いました。以上です。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。 

○五十嵐委員  

 確かに光村の教科書は、読み物もとても叙情的に扱われていますし、いいなあと思うんで

すけれども、ただ、これから先、子供たちの身につけていかなければならないコミュニケー

ション能力、言葉をつくるという意味では、ちょっと物足りないような部分があるなという

ふうに思うんですね。教育出版さんなんかは、すごく理路整然と、いろいろの能力に取り組

まれて、それもまたいいなと思うんですけれども、そのまま東京書籍を見てみると、両方を

うまいこと取り入れて、非常にバランスがいいなというふうに思ったりもしています。光村

がいいという、御推薦というか、御意見も今多かったですけれども、例えば光村の漢字学習

の部分ですとか、それから古典の取り扱いですとか、そういうところ、またそれから森鴎外

の「高瀬舟」が取り上げられていまして、その辺もちょっと議論が今までされてきたところ

だと思いますけれども、その辺、皆さんどういうふうにお考えなのか、ちょっとお聞きした

いなと思うんですけれども。 

○野村教育長  

 五十嵐委員が御指摘になった漢字の扱い方ということなんですが、漢字というのは、今、



ボタン一つ押せば漢字がぽんと飛び出す時代です。ですから、読めればいいという感覚が一

般化されてきているわけですが、やはり漢字一つ一つの持っている言葉の意味というものを

深く理解し、またその漢字を書くことによって自分の心を表現していくという点から考える

と、やはり漢字が書けるということは非常に大事な要素ではないかと思っています。そうい

う視点から各教科書を調べてみますと、「国語の光村」と言われているほどの光村の教科書

には、漢字の筆順も画数も部首も出てない。他の教科書はすべて漢字の筆順から画数、そう

いうものを取り扱っているんですが、どうして光村の教科書だけそういう一番、「国語の光

村」と言われる光村が漢字の筆順とか画数を取り扱ってなかったんだろうかという疑問を非

常に持った一つです。 

 それから、古典のことについて、各教科書は大変知名度の高い古典教材を採用している。

この点は各社ともどちらがどうということは言えないと思います。ただ、すべてが古典教材

は冒頭文が登場している、あるいは、興味・関心の持てるような場面が抜粋されているとい

うのが各社の古典の取り扱いなんですが、私はやはり古典というのは冒頭教材であっても、

繰り返し繰り返し読んで記憶していくということが、非常に大事な部分じゃないかと思って

おります。私が中学３年か高校１年ごろだと思うんですが、「平家物語」の「祇園精舎の鐘

の音」という、この文面は、６０年もたった現在でもそういう言葉が出てくる。小さいとき

にインプットされたものというのは、非常にそういう意味では大きな意味を持っているわけ

ですね。そういう点から考えますと、去年採用しました東書の教科書は、５年生か６年生だ

と思うんですが、「竹取物語」や何かを採用していましたよね。５年生で「竹取物語」を勉

強し、６年生で「平家物語」の冒頭を勉強している。それがまた中学になりますと、また１

年生で「竹取物語」が出てきて、「平家物語」が出てくる。さらに今度は高校への橋渡しと

して、３学年になりますと「源氏物語」等が出てくるわけですね。こういう組み合わせをし

ているのは、私はどちらかというと東京書籍が一番計画的に教材を配置しているのではない

かと、こんなふうに感じました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。国語の教科書は全部で５社から出ております。ただいま光村図書、

東京書籍、教育出版について、弱点への言及もありましたけれども、御推薦の言葉をいただ

いたと思いますが、学校図書、三省堂については特に御意見がないということでよろしいで

しょうか。 

 では、この３社に絞りまして、さらに御意見がありましたらいただきたいのですが、特に



ないということでしたら採決に入りたいと思いますが。 

○野村教育長  

 教出の教科書、光村の教科書、それから東書の教科書について、一言今までの学習の成果

を話してみたいと思います。まず、教出の国語の教科書は、他社にない編集の斬新さがござ

います。その斬新さは何かというと、他の教科書はほとんど一つの主教材がありますと、そ

れに加えて読む、書く、聞く、話す、言語指導、文法指導と、こういう組み合わせで教材が

ワンセットになっているわけですが、教出は第１部は読む教材、書く教材、聞く・話す教材、

こういうふうに組まれています。それから２部は発展教材で、３部は言語活動、理解という

組み合わせで、３段階に分かれているわけです。見た目は非常にすっきりしていて、わあ、

すごいなあと思うんですが、私が教師であった場合にどうだろうかと考えたときに、最初か

ら、教師というのはどうも初めからやるくせがありますけれども、初めからやるとすべて読

む、読む、読む、読む、読むできて、その次に書く、書く、書く、書く、書くできて、その

次は話す、話す、話す、話すでくるということになると、子供の学習意欲は減退するんじゃ

ないか。そうなってくると、教師がそれをカリキュラム化して編成し直して提供しなければ

ならないという部分が斬新であるがゆえに大変現場では難しいんじゃないかな。杞憂に終わ

ればいいですが、そんな感じをいたしました。 

 しかし、第３部が言語活動なんですが、それが教科書の３分の１以上とっています。つま

り、伝え合う言葉という全体像がそういう編集方針でつくっておりますから、かなり言語活

動については重点を置いている。ところがよく見ますと、それが全部ドリル形式になってい

て編集されていますから、参考書、問題集を見ているような感じなんですね。こういうのは

果たして基本的な構想としては書き込みということを基本にしているわけですけれども、教

科書の書き込みということが果たしてどうなのか、ノート指導なんていうことが今、話題に

なっておりますが、そこら辺の関連から考えると、やや斬新過ぎているんじゃないかなと思

いました。 

 続きまして光村の教科書についてですが、先生方が皆おっしゃっているように、伝統的に

光村の読む教材というのは大変すぐれていると思います。特に文学的教材においては光るも

のが多いわけですが、生徒の心にいつまでも残るような、死と生を扱った森鴎外の「高瀬

舟」などは普遍的なテーマであるわけですから、当然子供たちがこの時期に読んでおくには

大変重要な教材であると思います。と同時に、現代に生きる中学生にも考えてほしいという

ような立場から、伊集院静さんの「さつき」という新しい教材が投入されております。これ



は現代に生きる中学生に読ませたい現代文の作品というのは、各社とも大変すぐれています。

私はこの採択が終わったらば、自分の手元に国語の教科書は全部置いて、再度もう一度読ん

でみたいほどの、いい作品が各社とも載っております。光村がそういうすばらしい読み教材

をそろえているということは、言葉にじっくり向き合い、考えることのできる場だとか機会

だとかをより多く体験させたいというねらいがそこにあるだろうということがわかります。

本当に文学教材がすぐれているからこそ、なし得るわざではないかなと思います。ただ、読

む教材に多少傾斜がかかり過ぎていて、他の領域とのバランスがどうなのかという私の心配

をぬぐい去ることができませんが、光村はさすがだと思いました。 

 さて、村松委員が読解力という点についてお話ししてくださいましたが、読解力の解釈に

異変が起こっているんじゃないかというふうに私は思っております。日本の戦後の教育の中

で、読解力と言えば、どうも文学の読みを対象にしたというか、傾斜をかけて指導すること

が王道であったように私はとらえております。ＯＥＣＤの学力調査が始まってからというも

の、これは何も本年発表されたのが初めてではございません。以前からあったわけですが、

そういうＯＥＣＤの学力調査が始まってからというもの、ただ文章を読み取るだけではなく

て、文章の中の情報を取り出して、書かれた情報から推論して文章の意味を理解して、書か

れた情報をみずからの知識やみずからの言葉によって新しく情報を再生産して発信できる、

そういう能力も含めてまでが読解力というようにとらえ、世界的にそうとらえられ始めてお

ります。 

 この点から考えて、読みの領域の構成上、論理的思考力の育成という視点に立って読みの

教材の必要性が感じられて、私はそういう視点で改めて教科書を見てきたわけですが、本市

では４月から論理的文章の読みの力の向上プランの策定委員会を立ち上げております。これ

は小学校・中学校の国語の先生が集まってプランを策定し、この８月の下旬にはその策定が

でき上がります。９月からはそのプランを、実践を通して検証していこうという計画が立っ

ております。この実践の裏打ちをしていくという意味からも、私は東京書籍の論理的思考力

と読解力の育成のために、特に説明的文章、論理的文章の教材が充実しているように思いま

す。説明文、論説文は、情報と論理の２つの学習系列で組み合わされております。情報系列

ではさまざまな情報の整理に活用、批判を扱った教材があり、論理の系列では文字情報を集

中して１年生では構成と因果関係を読み取る教材、それから２年生では論理の展開の仕方を

とらえる教材、３年生では文章を読み比べて自分の考えをまとめるといった構成になってい

るわけです。私は決して、自分自身が創作をしているわけですから、文学のすぐれた光村を



否定することは毛頭ございませんが、こういう逗子の教育の方針を考えたときに、私は東書

の教科書がいいのではないかなと考えております。 

○小島委員長  

 ありがとうございました。それでは、ただいま御推薦の言葉が多かった光村図書、東京書

籍、教育出版について１つずつ挙手によりまして御意見を伺いたいと思います。まず、光村

図書の教科書の採択に御賛同なさる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  １ 人  ） 

 お１人。次に、東京書籍株式会社の教科書の採択に御賛同くださる方、挙手を願いいたし

ます。 

               （  挙  手  ３ 人  ） 

 お三方。そうすると、教育出版についてはお伺いする必要がないと思いますので、中学校

国語は東京書籍株式会社に３名の御支持をいただきまして、「新編新しい国語」を採択する

ことに決定いたしました。 

 続きまして、中学校国語「書写」につきまして御意見をいただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○野村教育長  

 書写は、国語の教科書よりも１社多かったと思いますね。その中で、私は３つの教科書会

社を選び出したわけですが、東京書籍では毛筆の学習も硬筆では気づきにくい文字の書き方

を身につけるものとして位置づけている点。毛筆の学習で身につけた書き方を硬筆でも生か

せる工夫がよくできている点から、これは三省堂も同じような工夫が感じられました。教育

出版は、書写の指導事項をきちんと意識して、とにかく基礎的な技能習得に目標をシフトし

て、基礎・基本を徹底しているという点から、印象に残りました。光村は、内容を厳選して

基礎・基本の定着に向けた構成が光っているという点から、私は東書と教出と光村の教科書

を推薦したいと思っております。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○村松委員  

 国語で今、東京書籍ということで決まったわけで、これはやはり連動した方がいいだろう

というふうに思っておりますし、やはり東京書籍の国語の文章を指導していく中で、当然書

写とも関係してくるというふうに思いますから、やはり書写も東京書籍を推薦したいという



ふうに思っています。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○五十嵐委員  

 内容的に、今、書写の時間が大変、取りづらいと言ったら先生方に失礼かもしれませんけ

れども、なかなか思うようにとれないのが実情じゃないかなと思う中で、子供たちも毛筆と

か、そういうことから離れていくことも、大人でもパソコンを使えばきれいな文章ができる

わけで、ですからなるべく現実の生活に近いものをやはり選んであげた方が子供たちもとっ

つきやすいでしょうし、先生方も使いやすいんじゃないかなというふうに思うんですね。で

すから、見たところ、東京書籍のものが一番使いやすいんじゃないかなというふうには思い

ました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 どこの社も全部横書きの硬筆というのを扱っているのが、最近の書写の教科書としては一

つの特色ではないかと思います。子供たちの日常生活を見ても、縦書きをする日常生活とい

うのはどんどんどんどん減ってきているわけですね。今では、ほとんどが横書き、ラブレタ

ーだって横書きですね。そういう意味で考えていきますと、各社が横書きを使っているんで

すね。ノートの書写、練習についての教材は各社とも充実しているんですが、ラブレターと

は言いませんが、手紙の書式にまで手を伸ばしているのが、東京書籍が際立って出ていたと

いうこと。それからもう一つ、光村は１巻、２巻で、２冊なんですよね。１年生で１冊、２

年生で１冊ではなくて、１年で１冊、２、３年で１冊ということなんですが、光村の教科書

は１年の中にかなりの学習量が網羅されている。それは今、五十嵐委員が言ったように、な

かなか時間数がとれないために、少なくても１年生の中ですべての指導内容を網羅しようと

いう編集意図が先生方にとっては大変いいわけですが、やはり３年間の中で時間数が少なく

ても、繰り返し繰り返し、１年生で学習したからもう２年生でやらなくていいんだよという

ことではなくて、やっぱり繰り返し出てくることが、こういう基礎・基本を着実に定着させ

ていく一つの方法ではないかなというふうに、書写の教科書を見て感じました。そういう点

と、あとはこれは調査委員会の中でもお話が出ました。直接教科書の内容について云々では

ないんですが、調査委員の先生方がおっしゃっていた中の印象が残っていることは、紙が純



白であるということ。紙が純白であるということは、非常に見た目はすっきりしています。

すごくシャープです。しかし、これは村松委員に出版のサイドから伺った話だと思うんです

が、西洋人は白を純白と言うそうです。それから日本人の白というのは、多少くさみがかか

っているものを言うそうです。 

○村松委員  

 黄色がかったものです。 

 ○野村教育長  

 黄味がかった白というような点で、他の教科書の中では書写の場合は日本のものですから、

毛筆なんかの場合、純白よりもやはり黄味のかかった教科書の方がいいだろう。これは調査

委員の先生方が音楽の楽譜のところで御指摘なさったことなんですが、そういう点から私も

全部見てみたんですが、やっぱり毛筆という日本の伝統的なものは、伝統的な姿で編集され

ているのがいいんじゃないかな。これは内容についてではなくて、見た感覚的な物言いで申

しわけないんですが、そんなことを感じました。 

○小島委員長  

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。では、書写については６社から教科書が

出版されておりますが、そのうちの３社についての御推薦の御意見、特にそのうちの１社が

多かったような気がいたしますが、この３社について挙手をお願いしたいと思います。３社

と申しますのは、東京書籍、教育出版、光村図書、この３社で間違いないでしょうか。 

 では、東京書籍の教科書に御賛同くださる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  全 員  ） 

 全員ですね。では、ほかの２社は伺いません。中学校国語「書写」につきまして、東京書

籍株式会社の「新編新しい書写」を採択することに決定いたしました。 

 続きまして社会科にまいります。社会科は４分野ございますけれども、それを全部まとめ

る形で中学校学習指導要領ではこのように目標を立てております。広い視野に立って社会に

対する関心を高め、諸資料に基づいて多面的・多角的に考察し、我が国の国土と歴史に対す

る理解と愛情を深め、公民としての基礎的教養を培い、国際社会に生きる民主的・平和的な

国家社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。以上でございます。 

 では、まず中学社会のうちの「地理的分野」について御意見をいただきたいと思います。 

○村松委員  

 地理の学習のポイントですが、この間、新聞にも出ていましたけれども、例えばイラクと



か北朝鮮がどこにあるか、わからない生徒が随分いるという話があって、地理を学習するポ

イントというのは、いろいろな国の理解、それから特に世界の国々の位置関係、そしていろ

いろな国へ子供たちが興味を示されるような教科書のつくり方、それともう一つは、やはり

異文化に対する理解といったものがどこまできちっと要素として入っているかどうか、これ

が結構重要なことだというふうに思います。構成はもうほとんど同じような構成になってい

て、世界の国々、日本の国々、あるいは地域的な国々ということで、横並びで出ております

けれど、地理として興味を広げていくために、やはりインターネットをいかにうまく活用し

ていくかどうか。あるいは基本的なことを学んで、さらに興味をどこまで発展させ、広げて

いくことができるかどうか、それと地理ですから、地図と非常に関係してくると思うんです

が、地理と地図、地図の活用をしっかり手引ができているかどうか。そういった視点で教科

書をやはり選んだ方がいいと思います。私も歴史についても、国語についてもそうですが、

全部一通り目を通したんですが、特に地理はですね、そういった観点からいきますと、３つ

ありました。１つは教育出版、それから帝国書院、東京書籍、この３つが割にきちっと地理

の今言った視点を消化している。かなり、いろいろな意味で子供たちが興味を持てるような

副題、資料、それから課題といったものが入っているということで、とりあえずこの３つに

絞って考えました。 

 中でも、教育出版は、これも全体的に言えることなんですが、若干易し過ぎるかな。とい

うことは、これ教科書全体に言えることなんですが、絵がすごくふえてきて、視覚的にとら

えるには非常にいいんですが、先ほど言った論理的に教材をとらえていくには、かなりこれ

は後から出てきます公民も歴史もそうなんですが、あまり満足した教科書ではないという感

じをするんですね。ただ、そういった意味で、帝国書院が地理と地図といったものをうまく

活用、連動しながら、的確に地域を取り上げ、それを先ほど申し上げましたような、世界の

国々の位置関係、異文化理解等を通して連動させて構成しているという意味では、帝国書院

が一歩すぐれているんじゃないかという感じがしております。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。 

○吉﨑委員  

 今、村松委員の方から出ました東書、教育出版、帝国書院ですが、私はこの中では帝国書

院がとても読んでみていいなと、こんなふうに感じました。内容的に、教科書の関連ぺージ、

これが示されていて、どこを見れば参考になるか、すぐわかるようになっている。学習を進



める上で能率的だというふうに思いました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○五十嵐委員  

 社会という教科の中で、地理は地理、歴史は歴史、公民は公民ということもないのかなと

思います。トータルとしての社会なのかなというふうに思うんですけれども、やはり歴史に

しろ地理にしろ、場所から出てくる問題というか、位置、世界の中の位置から派生してくる

問題というのが多いのかなと思うんです。そういう意味ではやはり地図ですとか地理、地図

との連動した学習というのは、とても大事になってくるんじゃないかなと思うんですね。私

なんかいまだに国がわからない方ですから、大きな口はたたけないんですけれども。ですか

ら、地図と地理の教科書の連動というのはすごく大事に考えており、帝国書院の教科書を見

せていただいても、地図であるものと同じものが教科書に、写真みたいなものが、地図自体

が載っていますから、とても見やすくて、イメージしやすいなというふうに思います。両方

そろって決めなければいけないということもないんでしょうけれども、やはり両方そろって

いる東京書籍と帝国書院の教科書が、私はそろえて使った方がいいという視点から、いいの

ではないかなというふうに思っています。以上です。 

 ○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 先ほど村松委員がおっしゃっていた教育出版のいわゆる絵柄が多い、写真も多い、グラフ

も多いという点。これは子供にとっては非常に飛びつきやすい要素ではないかと思うんです

が、東京書籍と帝国を比べますと、帝国というのは非常に資料も緻密に入っていますから、

そういう面では子供が飛びつくのかなとは思うんですが、帝国と教出の中間を行っているの

が東京書籍ではないかなという見方をしております。だからといって、それじゃ教出がだめ

だよということではないんですが。これは教科書内容とは関係ないんですが、教育出版の教

科書で１つだけ気になっていることが私にはあります。それは地理も、歴史も、公民もそう

ですが、各ぺージ全部ウィンクした子供が登場してくる。つまり、質問事項が各見開きに必

ず１項目あるわけです。その質問をしている少女や少年が必ず目をつぶって、「どうなの」

という意味でそういう絵を表現したのでしょうけれども、各ぺージめくるごとに片目の少女

や少年が出るということは、人権的にどうなんだろうなという、これは採用の決定的なもの



になるのかならないのか、ちょっと私も自信ないんですが、どうもどのぺージを見てもウィ

ンクした少女や少年が登場してくるのは、やはり目の不自由な方たち、あるいは親御さん、

子供の中にもいると思うんですが、そういう点から教出の教科書は、それこそ地理も歴史も

公民も、すべての教科書に少年・少女の片目が登場してくることが気になってしようがない。 

○村松委員  

 地理って、多分中学で終わっちゃう。地理は、高校で選択になるんじゃないかと思うんで

すね。どっちかというと、理系の人たちというのは、恐らく地理を高校へ入ると選択しない。

中学の地理で完結しちゃう部分って、結構多いと思うんです。そういうことが結果的に子供

たちがどこの国がどのあたりにあるんだというのがわからない。高校へ入っても的確に言え

ない。そういうことでは本当は困るわけで、できれば子供たちに広がりをきちっと、ある意

味では中学で地理が好きだというようなところに持っていければ一番理想的かな。今おっし

ゃったのは、教育出版の問題で、確かにそういう問題もあると思うんですが。だから、でき

れば今、地理と地図という２点だけに絞っていけば、地理と地図は一緒の方がいいのではな

いかというふうには考えております。地図はまた別個の採択かもしれませんけど、一緒の方

がいいんじゃないか。そういう観点で帝国書院というのを選んだんです。やっぱり帝国書院

というのは、そういった意味では地図のプロだけあって、やはりしっかりした、しっかりと

いうのは当たり前のことですが、非常にきれいな図柄といったものをきちっと提供しており

ますし、関連も非常にきめ細かくやっておりますから、そういった意味では僕は帝国書院が

より一歩すぐれているんじゃないかというふうに思います。 

○吉﨑委員  

 私も同じような考え方なんですけれども、帝国書院の教科書というのも本当にたくさん資

料が掲載されていて、その資料自体から、本当に生徒の考えが導き出される。そういうこと

ができるというふうに考えていますので、この帝国書院がよろしいんじゃないかと思います。 

○小島委員長  

 それでは、帝国書院の教科書への御推薦の言葉が多いような気がいたしますが、地理は全

部で６社から出ておりますが、ほかの３社については特に御意見ないということでよろしい

でしょうか。では、特に御意見をいただきました帝国書院、東京書籍、教育出版について挙

手をもって御意見を伺いたいと思います。 

 まず、帝国書院の教科書の採択に御賛同なさる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  ３ 人  ） 



 お三方。それでは、ほかの２社をお聞きするまでもなく、多数決でこれということだと思

いますので、中学校社会地理的分野につきましては株式会社帝国書院の社会科「中学生の地

理、世界の中の日本」これを採択することに決定いたしました。 

 続きまして、中学校社会の「地図」について御意見をいただきますが、連動した方がよい

というような既に御意見もありましたけれども、改めて地図について御意見をいただけます

でしょうか。 

○吉﨑委員  

 地図は東書と帝国書院と２社から出ておりますけれども、この２社を見ていましても、帝

国書院の地図の方が本当に教科書にぴったりの地図だなと、こんなふうに思いますので、こ

ちらが適切だと思います。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。地図については、今、吉﨑委員がおっ

しゃったように、東京書籍と帝国書院の２社しか教科書を出しておりません。東京書籍につ

いて御意見のある方、いらっしゃいますか。 

○野村教育長  

 目に優しいという点では、東京書籍は目に優しい印刷、色合いなんですけどね。やっぱり

帝国書院の方が地図の各所に、その地図の見方の課題が出ている。この辺がかなりきめ細か

に編集されているなというふうに思いました。 

○小島委員長  

 それでは、帝国書院を推薦する言葉しかいただいていないような気がいたしますので、挙

手をもって確認をさせていただきたいと思います。中学校社会科「地図」につきまして、株

式会社帝国書院の教科書を採択するということでよろしいでしょうか。 

                （ 全員異議なし ） 

 では、全員の御賛同をいただきましたので、地図につきましては帝国書院「新編中学校社

会科地図」を採択することに決定いたしました。 

 続きまして、中学校社会「歴史的分野」の教科書の検討にまいります。御意見をいただけ

ますでしょうか。 

○村松委員  

 先ほども言いましたように、全部読んでみたんですが、我々の時代と随分変わってきたと

いうふうに思います。全体的に絵とか写真、イラストが非常に多い。解説的なと言っていい



説明ですね、文字も大きくビジュアルで、それはそれでいいんですが、通り一遍で学ぶおそ

れがある。したがって、これは学校の先生もかなり力量というのが必要になってくるだろう。

振りがなもかなり振ってあります。中学校でこんなに振りがなを振っていいのかと思うぐら

い、振りがなが振ってある。そういった意味では、全体的にあまりにもビジュアルに走り過

ぎているなという印象は、この８社ともぬぐえませんでした。ただ、歴史を学ぶということ

からいきますと、やはり歴史というのは必ず裏と表があるということをしっかり認識してお

いた方がいいだろうと思いますね。したがって、歴史は淡々と中庸な書き方、解釈をしてい

くのが一番いい。それと正確ですね。思惑が入らない。それから、過去からしっかり学ぶと

いう、どこを学ぶんだといった点をしっかりと子供たちに教えていく。子供たちというのは、

恐らく系統立って歴史を勉強するのは初めてだろうと思うんですね。したがって大人の異論

ですね、いわゆる考え方を押しつけるということはよくない。いずれにしろ、先ほど言った

歴史というのは裏と表があるわけですから、大きくなって自分が勉強したことに対して、さ

らに突っ込んでいったときに、子供たちが大人になって解釈していく部分というのはあるだ

ろうと思います。 

 例えば、あの綱吉がいわゆる暗愚な殿様という考えもあるし、名君だという考えもあるわ

けです。これはもう見方ですよね。それから、司馬遼太郎が「坂の上の雲」という小説を出

して、あれが歴史的事実のように見られているわけですが、実際、歴史的事実として裏を出

している本もあるわけです。このあたりについては、先ほど言いましたように、歴史を学ぶ

ということは何なのかといったときに、白紙の中に子供たちが考えさせる要素を残しながら、

正確な歴史を教えていくということが大事だろうと思うんですね。 

 いろいろな教科書があったんですが、私はそういう観点からずっと読んでみて、やはり中

庸ということの考えから、東京書籍と教育出版の２社に絞ったわけです。まず東京書籍につ

いては、発展学習とか課題解決の学習が非常に豊富である。それと、文章が豊富であるとい

うことですね。ですから、先ほどビジュアルな本の中ではいわゆる活字というのか文字を一

番大事にしている。発展的な学習が非常に上手に指導されていっている。あとはあなた方、

もっと研究しなさい、考えなさい。教育出版は、時間的な流れをきちっと意識した学習指導

になっているんですが、先ほど言いましたように、いかんせん絵が多過ぎる。資料が非常に

見やすいんですが。それとあとインターネット等ですね、いろいろな調べものをしていきな

さいという広がりを持たせようとしているんですが、いかんせん、ちょっと幼過ぎるんじゃ

ないかという気がしました。そういった観点からいって、１冊に絞ったときに、私は東京書



籍が一番いいというふうに判断しました。これにも先ほどの地理と地図の両方の問題がある

んですが、歴史と公民というのはやはりこれも当然のこと、現代の歴史を学んでいく上に、

公民というのが非常に関係してまいります。そういった点で、次は公民の問題になるんです

が、東京書籍が僕は一番推薦できる教科書ではないかというふうに判断しました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

 ○吉﨑委員  

 やっぱり私も教科書を全部見たんですけれども、東京書籍の教科書というのに載っている

写真の資料なんですが、これはほとんど実際のサイズが記されていて、そういう点では行き

届いているかなと、こんなふうに思います。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○五十嵐委員  

 先ほども教育長の方からキャラクターのお話が出ていましたけれども、たしか検討委員会

のときにもちょっと御意見が出ていたと思います。あまりにこれが中学生の教科書なのかな

と思うような、キャラクターの出方の多さというのには、ちょっと閉口するなというふうに

思います。それから写真が固まって、わかり合っているのも一応いいんですけれども、相手

の文章がかえって引けないようなことでは、やはり教科書ですから、読む部分というのも、

文章できちっと情報を伝えるという部分もすごく大事なことなんじゃないかなと思いました。

そういう観点から、私も見させていただいたんですけれども、東京書籍はきちんと文章も書

かれているなというふうに思いました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 今、吉﨑委員が御指摘になった絵という形、写真という形とおっしゃいましたが、そうい

う資料として比較していったときに、いわゆる埴輪だとか出土した土器だとか、そういうも

のに対して、いつ出土された土器なのか、そしてこの出土された土器が何センチなのか、縦

が何センチ、横が何センチというように非常にきめ細かに資料が整理されているのは、私は

東書ではなかったかなと思うんですね。それはほかの教科書も８社あるわけですけれども。

今、村松委員が推薦していただきました教出と東書ということを今、イメージアップしてい



るんですが、その点から考えると確かにもう資料的には東書の教科書の方がきちんと資料を

位置づけたり、具体的に読み手がどのくらいのものであるかということを想像できるように

組まれているという点では特筆ではないかなと思いました。 

 それから、僕は中世の文化については大変興味を持っている一人なんですけれども、そう

いう視点でいわゆる教科書が中世の文化をどの程度紙面化しているかなという形で見ていっ

たんですが、東書は鎌倉文化、室町文化というものをぺージを分けて解説、説明しているん

です。教出の方は鎌倉時代と室町時代を一括して、見開き２ぺージで中世の広がりというこ

とでとどめてしまって、これは自分の恣意的な視点で大変申しわけないんですが、やっぱり

現代の日本の古典芸能というのは、かなり室町時代の中世の文化というものが根強くあるわ

けで、そういう点からして、今の中学生たちにも日本の伝統的な原点がどこにあったかとい

うことを知ってもらうためには、やはり中世の文化に詳しく記述がある、あるいは資料が豊

富にあるという東書がいいかなということを感じました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。８社より教科書が出版されておりますが、そのうちの２社につい

てのみの御意見を伺ったような気がいたします。残りの６社について何か言及なさることは

ございませんか。 

 よろしいですか。 

 ○野村教育長  

 今、五十嵐委員も村松委員も絵や写真や、ビジュアルな扱いが多いという形で言ったんで

すが、言葉という、いわゆる文章という面で見ていきますと、私は扶桑社の教科書が一番読

みやすかったんですね。これは他の教科書にない特筆かな。いわゆる自分が戦前から生活し

てきた歴史が、ああ、こういうことだったのか、ああいうことだったのかということを素直

にわからせてくれる。そういう書き方ですね。内容は別にして、書き方が非常に読み物的と

いうんでしょうか、小説的というんでしょうか、そういう何か一つのテーマを持って記述し

ている教科書ではないかなというふうに感じます。 

○村松委員  

 今、教育長が言われたように、確かに読みやすいんですが、これはひとつ物語になってい

るから読みやすいんだと思うんですね。結局、神話から始まって一つの思想で統一されてい

るから読みやすいのであって、決して歴史の教科書として薦められる教科書ではないという

ことは、僕は読んだ中で思いました。ですから先ほど言った裏と表があって、それぞれ、考



え方があるからこっちの考え方でもあるんじゃないかというならわかるんですが、子供たち

に教える、白紙の子供たちに教える教材ではないということは確認してもいいんじゃないか

と思うんです。 

○小島委員長  

 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。では、一番言及の多かった東京書籍から挙手

により伺っていきたいと思います。これで決まらなければ、また次に進んでいきたいと思い

ますが。東京書籍の教科書に御賛同くださる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  全 員  ） 

 全員でいらっしゃいますね。それでは、中学校社会「歴史的分野」は、東京書籍株式会社

「新編新しい社会」を採択することに決定いたしました。 

 続きまして、中学校社会「公民的分野」にまいりたいと思います。同じく８社から教科書

が出版されております。御意見をいただけますでしょうか。 

○村松委員  

 私ばっかり発言して申し訳ないんですけれど、公民を学ぶ目的というのは、やっぱりきち

っと明確にした方がいいと思うんですが。これは個人という人間がいて、それから家族がい

て、地域があって、社会があって、国があるわけですね。それから国際がある。言ってみれ

ば世界があるわけで、それぞれの立場に立って、自分たちがこれから生きていく上でどうい

う役割をきちっと担っていくのか。社会の中でやはり生きる意味というのをしっかりと身に

つけてもらいたい。僕はそういう意味では、この公民というのは中学校の教材の中ですごく

大事な教材だという感じがしております。 

 公民は中学３年で学ぶそうですが、地理があって歴史があって公民を中学３年でしっかり

学んでいく。中学３年になると、次は高校に入って大人になっていくんですが、その中で個

人の役割といったものをしっかりこの大きな枠の中でつかむような指導を本当はぜひ先生に

してほしい。社会には矛盾もありますし、国際関係の難しさもありますし、日本人としてや

っぱりきちっと国際社会に入っていくには、誇りを持っていかないといけない。それから日

本人の役割、そして地理と歴史と深い関係がある。常に考えさせる習慣を身につけさせるた

めにも、この公民の指導というのはすごく大事じゃないかなと思うんですね。常に子供たち

に問題を投げかけていきながら、思考させるという方向に子供たちを導いていくには、この

公民というのはいろいろな現代の社会・経済、それから政治の矛盾とかいったものがいっぱ

いあるわけですから、そういった意味では非常にこの教材というのは先ほど言ったように大



事ではないか。ですけれども、これもやはりさっき言った、きちっと中立でなければいけな

いという意味からいくのと、さっき言った歴史と連動しているということから考えても、東

京書籍がいいんじゃないかというふうに私は考えています。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○吉﨑委員  

 私はいろいろ教科書を見せてもらったんですけども、清水書院の教科書は、なかなかいい

なというふうに感じました。最初のところで、いろいろな何ていうんですかね、内容の投げ

かけがあって、それで見方、考え方の、そういう立場が違う。そういう異なる示唆をした上

で、本書の本文に入っていくということで、これはいい教科書だなというふうに感じました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○五十嵐委員  

 教育出版の教科書の方が副題にともに生きるということを挙げているわけなんですけれど

も、福祉の視点から考えても、それからともに生きるという考え方を議論する上からいって

も、学んでいただきたいなというふうに思うわけなんですが、実際の人権の尊重ですとかい

う部分になりますと、どちらかというと東京書籍の方がうまく取り上げられているかなとい

うふうには思います。 

 それから先ほど村松先生もおっしゃいましたけれども、公民と歴史も、公民は公民、歴史

は歴史ということでもないと思います。どちらかというと受験とかそういうことに絡んでき

ますと、独立したことになってきてしまうのかもしれませんけれども、できれば同じ教科書

の方が先生方も扱いやすいのではないかなというふうに思います。東京書籍がどちらかとい

えばいいかなというふうに思います。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 私は各委員さんのおっしゃっていることは、理解しているんですが、子供の立場から考え

ると、教出の易しさというのは、いわゆるビジュアル化された親しみというのがいいんじゃ

ないかなという解釈をしているんですね。ただ、今、公民の中で国際的ないろいろな話題が

出てきているわけですが、特にＥＵだとかＡＳＥＡＮだとか、そういう新しい国際社会の理



解というものを必要とする時代が来ていますし、既にこれからもそれがどんどんどんどん発

展していく可能性があるわけですね。そういう点から見ていきますと、なぜ教出はＥＵだと

かＡＳＥＡＮだとか、そういうこれから広がっていく国際社会の視点というものを子供たち

に与えなかったのかなという一つの疑問が残るんです。しかし、気持ちの上では私は教出が

子供たちのためにいいなと思っているんですが、先ほど申し上げましたように、どうも引っ

かかるのはやはり地理も歴史も公民も、どのぺージをめくっても片目つぶりの少年・少女が

出てくるというのが、どうしても許せないんですね。そういう点で、最終的には皆さんのお

薦めになる東京書籍を推したいと思います。 

○村松委員  

 先ほど言われた清水書院なんかもね、確かに少しレベルが高いんです。それで、表もあり

裏もあり、表がこうですよ、でも裏もあるんですよという、いわゆる結構対照にして解説し

たりというのが結構あるんですね。ですから、ちょっと水準としては清水書院の方が高いか

なという感じがするんですが。だから、さっき言われた教育出版は少し絵づらが多くて易し

過ぎる、全体的に易し過ぎるんですよ。そういった意味では清水書院があって教育出版があ

って、その次が東京書籍かな。東京書籍は用語解説なんか、結構親切にやってあります。や

っぱり資料が割に充実していますよね。そういう意味では、何というか、つくり方がうまい

というのか、やっぱりつぼを心得ているなみたいなところが、ずっと教科書を読んで、そう

いうふうに感じたんですが。非常にオーソドックスなつくり方をしているが、つぼはきちっ

と押さえている教科書だなという感じはしました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。では、８社の教科書のうち３社、東京書籍、清水書院、教育出版

について御意見をいただいておりますけれども、この３社について挙手で採択をお願いして

もよろしいでしょうか。 

 では、まず東京書籍の教科書の採択に御賛同くださる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  ３ 人  ） 

 お三方ですね。では、これで決定いたします。中学校社会「公民的分野」は東京書籍株式

会社「新編新しい社会－公民」を採択いたします。 

 ３時半あたりで一度休憩を入れたいと思っておりましたので、それでよろしいでしょうか。

では、この部屋に時計がございませんので、皆様お手元の時計で御確認になり、１０分間の

休憩をとらせていただきたいと思います。１０分後にお集まりください。 



 暫時休憩いたします。 

                （ 休      憩 ） 

                （ 再      開 ） 

○小島委員長  

 では、休憩前に引き続きまして審議を続けさせていただきます。 

 次、中学校「数学」について皆様の御意見をいただきますが、学習指導要領では数学につ

いて、その目標を数量・図形などに関する基礎的な概念や原理、法則の理解を深め、数学的

な表現や処理の仕方を修得し、事象を数理的に考察する能力を高めるとともに、数学的活動

の楽しさ、数学的な見方や考え方のよさを知り、それを進んで活用する態度を育てるという

ふうになっております。では、皆様の御意見をよろしくお願いいたします。 

○吉﨑委員  

 数学は６社から７冊が出ていますけれども、啓林館だけは「楽しさ広がる数学」というの

と「未来に広がる数学」、この２冊がありますね。中にある内容は、大体似ているんですけ

れども、絵だとかそれから章の後ろの方に出ている練習問題、そういうのを少し変えていて、

ぺージ数も若干違います。それから、大日本図書からも数学があるんですけれども、これは

発展的な問題、これを単元末に散りばめてあって、他の会社に比べて学習内容がより身近な

ものにしようという意図が感じられます。もう１社、学校図書、学図ですね。これは導入段

階で生徒にとって身近な題材や興味の持てる題材を取り上げて学習する生徒が具体的なイメ

ージを持ちながら課題解決に向かうことができるように工夫されている。以上３社を選んで

みました。以上です。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○五十嵐委員  

 中学に行きますと、数学という名前になりまして、算数から数学になるところで、何か内

容的にも大分難しくなってくるのかなというふうに思います。自分の子供がそういう過程の

中でいろいろつまずく箇所もあったりして、そこのところを丁寧にといいますか、身近な題

材を拾いながら教えていただけるのが一番いいのかなというふうに思います。何しろいろい

ろなお子さんがグループとしていらっしゃるわけですし、とにかくつまずかないようにとい

う部分も大事なんじゃないかなというふうに思います。その後、発展的な題材を取り上げら

れることで、理解の進むお子さんに対してもきちんとフォローができているという点で、学



校図書の取り上げ方が一つ一つ身近な題材を取り入れているのでいいのではないかなという

ふうに思いました。 

 ○村松委員  

 今言われたように、子供たちが算数・数学を勉強するとき、どこかで理解が可能になると

いうところというのはあるんですね。まず１つは、小学校で１０歳の壁といいますけれども、

やっぱり分数が出てくる段階で結構つまずく子供たちが多くなってくる。これは現実的な自

然数、特に正の整数からそちらへ移っていくときですね、やはり理解ができなくなる。そこ

でつまずく子供がまず一つある。それからもう一つは、中学へ入ると負の数が出てくるんで

すね。ここでやはり負の数というのは現実的じゃないわけですから、やはりマイナス掛ける

マイナスがプラスになるということは、現実の社会とはちょっと違って、やはりここでつま

ずく子供というのは、結構いる。それからもう一つは、有理数から無理数、ルート、平方根

が中学３年で入ってくるんですが、これがなかなか理解しにくいというところであるんです。 

 それから図形で言いますと、やはり平面図形から立体図形に移るときに、結構子供たちは

つまずくことって多いんですね。教科書をずっと見ていますと、それぞれのレベルがあって、

非常に問題が多くて、レベルとして割に初級、中級、上級まで繰り返し繰り返し出されてい

るところは学校図書が今、五十嵐委員言われるようにレベルは結構高いだろうと思います。

２番目は、東京書籍が問題の量でも結構あって、まあまあのレベル。それから、啓林館は２

つあるんですが、２つ出している意味はあまりないと思うんですが、大して中身が変わって

ないんですね。だから、「楽しい」と「未来」というと、未来の方が当然難しいかなと思っ

てずっと見ていたんですが、そうでもない。啓林館の場合は、難しい課題と易しい課題が結

構極端に分かれている。それから大日本図書は非常に何というか、易しくわかりやすく書い

てあります。 

 それで、先ほど言った学校図書、東京書籍、啓林館の「未来」、大日本の４つに絞ってみ

ました。逗子の子供たちのレベルはどのあたりなんだということで、学校の先生等に聞いた

んですが、大日本図書ではちょっと易し過ぎるかなと。啓林館はさっき言った難しいのと易

しいのが極端に出ていて、どっちかというと易しい部類が多いんですが。したがって、僕も

逗子の子供たちであれば、少し難しい応用が入っていて、繰り返し勉強できる学校図書が一

番いいんじゃないかなという気はいたしました。大日本は、例えば問題があって答えまであ

るんですが、これは、理科もそうなんですが、理数を勉強する人間に答えを導き出しちゃい

けないんだと僕は思うんです。やはり理科とか数学というのは、考えさせるという過程がも



のすごく大事だろう。その結果、答えが合ったときの喜びというのは、子供たちが数学が好

きになり、理科が好きになるという面からいきますと、親切すぎる記載は絶対必要はありま

せん。そういった意味では初級があって中級があって上級があって、これを繰り返して教科

書の範囲で載せていて、中級の子はここまでやりなさい、上級の子はここまでやりなさいと

いうような過程を踏んでいるのは学校図書だと思いますね。僕はそういった意味では４点の

教科書を選んだ中で逗子の子供たちには学校図書ぐらいのレベルの教材を与えたいなという

ふうに思います。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

 ○野村教育長  

 ちょっと聞き損じたんですが、吉﨑先生、啓林の「未来」を推薦なさったんですか。 

○吉﨑委員  

 内容的にはね、両方とも同じようなんですね。絵だとか、それから後ろにくっついている

資料、そういう部分が違うので、「未来」の方がいいのかなというふうに思っています。 

○野村教育長  

 これは「未来」の方が易しいんですか。「楽しい」方が易しいんですか。 

○吉﨑委員  

 同じじゃないですか。 

○野村教育長  

 村松委員もおっしゃっていましたけれども、何でこういう形で、同じ教科書を２種類出し

てきたか、その意図が私には全くわからないんですが。そういう意味で調べたんですよね。

そうしたら、初めから一字一句、全然変わってないんですね。変わっているのはどこかとい

ったら、「未来」はここまでで、「楽しい」のは問題が見開き２ぺージついているだけで、

次にまた始まると同じ内容がきている。すごくもったいない。サンプルをつくるだけでもも

ったいないんじゃないかなと思いました。それで中身を読んでいくと、ちょっと数学的なセ

ンスがある子だったら、教師は要らないですね。すごく丁寧なんですよ。私は、算数・数学

なんていうのは弱い人間ですけれども、私でも読んでいくと、ああ、なるほど、なるほど、

なるほどと。要するに考える余地を与えないで、すべて情報を提供して子供に理解させよう

という組み方をしているんですね。となると、やっぱり数学というのは考える部分というも

のを教科書の中に位置づけておかないといけないんじゃないか。そこで子供が思考を働かせ



る。あるいは、先生がその考える部分で指導力を発揮できる。そういう教科書づくりが私、

大事なんじゃないかなと思うんですね。 

 そういう意味で、さっき村松委員が上のレベル、中のレベル、下のレベルをうまく組み合

わせているのが学図だとおっしゃっていましたけれども、そのレベルの違いについての教師

がかかわっていく大事な部分ではないかと思うんです。やっぱり中のレベルの子は中でいい

というわけにいかないですよね。やっぱり学力を上げていくためには、中のレベルの子は上

のレベルへ、下のレベルの子は中のレベルへということをやっていただくのが教師の大事な

仕事であるし、それにこたえて子供たちが考えていく。そう考えていくと、何か本当にプロ

ットを組んで、次から次へと問題を設定して解決して答えを出して、また問題設定して答え

を出してというのが、この啓林ですね。私たちの認識では「数学の啓林」と言われている認

識を持っていたんですけれども、ああ、こんなに啓林って易しいのか。やっぱり逗子の子供

たちにはちょっと物足りないんじゃないかなという感じがしています。ただ、だからといっ

て、学図は最高にいいとは断じられないんですが、私が数学の教科書を読んだ中で啓林とい

うのが「数学の啓林」と言われていたぐらいなので、つぶさに読ませていただいたんですが、

今のような印象、それから本づくりについて、なぜ２種類の本をつくらなければならなかっ

たか。最後の資料のところの問題が、それじゃたくさん発展的な教材が載っかっているかと

いうと、そうでもない。「未来」の方にも出ているし、「楽しさ広がる数学」の方にも出て

いる。なぜこの２種類が出たのかわからないという疑問を抱きました。 

○村松委員  

 啓林は、「数学の啓林」と言われて、結構悩んでいるところがあって、結構難しい題材も

入っているんですね。例えば、カイの公式といった二乗のａＸ2 ＋ｂＸ＋ｃの公式が入って

いるんですね。これは多分ね、今までの啓林だったら結構いい教科書だと思うんです。とこ

ろがこういう時代になって易しくつくらなければいけないといったときに、僕の感じとして

は啓林が悩んでいると。ですから、すごくベースは易しいんだけれども、時々昔の啓林の難

しさが入っている。だから、その辺でかつての教材であれば啓林というのは、かなり数学的

にいい教材をつくられたんじゃないかと思うんですね。ですから、多分編集としてそこが残

っちゃっているために、ベースは易しくしなきゃいけない。だけど、いや、これも必要だと

いうことで入ってきたので結構難しい。そういう意味では、易しいのと難しいのが両極端に

入り込んじゃって、何か子供たちがわかりにくくさせているというのが僕は今の啓林の教材

じゃないかと。だから、もうシフトして、昔の啓林をきちっとつくれば、それはそれなりに



地域のレベルの高い教材として採用することはできる。ところが、易しかったり難しかった

りしたら、やっぱり教材として成り立たないですよね。そこが僕は一番引っかかったところ

です。だから、多分「未来」と「楽しい」、「楽しい」というのは楽しんで数学ができて、

思い切ってですよ、易しくしておいて、それでかつての難しい、ある程度レベルの高い啓林

の教材を「未来」としてつくって、際立っておれば、僕は啓林を推めたところもあるんだけ

ど、ちょっとその辺がね、悩んじゃったというか、これはあくまでも個人的な印象なんです

けど。 

○野村教育長  

 だから、そういう意味ではネーミングに偽りがあるんじゃないかという気がするんですよ。

こうやって見ると、発展として、「楽しさ広がる」の方が各単元に見開き２ぺージの問題が

くっついているんですね。それで「未来」の方にはくっついてない。だから、私は最初こち

らが難しくてね、こちらが易しいのかと思っていたら、編集上を見ると「楽しさ広がる」の

方により多くの問題が出ている。それをやることが楽しさというふうに編集を考えてつくっ

たのかなと、個人的には透視見みたいな見方をしたんですが。 

○小島委員長  

 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。では、啓林館については難易度という点でい

ろいろな要素が含まれているということで、御意見がさまざまですが、そのほかの学校図書、

東京書籍、大日本に加えて今の啓林館の２冊に対する御意見をいただきました。啓林館は非

常に複雑ですので最後に置くとして、今申し上げた学校図書から挙手をお願いしてもよろし

いでしょうか。 

 では、学校図書の教科書の採択に御賛同くださる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  ３ 人  ） 

 お三方。では、これで決定とさせていただきます。中学校「数学」につきましては学校図

書株式会社「中学校数学」の採択に決定いたしました。 

 続きまして理科にまいります。理科は、第一分野と第二分野がございますが、その両方に

つきまして、次のような目標が掲げられております。自然に対する関心を高め、目的意識を

持って観察・実験などを行い、科学的に調べる能力と態度を育てるとともに、自然の事物・

現象についての理解を深め、科学的な見方や考え方を養う。以上のとおりです。では、理科

のまず「第一分野」からまいりたいと思います。第一分野とは物理関連ですね、いかがでし

ょうか。 



○吉﨑委員  

 理科の方の第一分野、第二分野、両方よく見せていただきましたけれども、第一分野の方

は実験、これが多く取り上げられている。実施の必然性があって、生徒の興味・関心が高い

ものが取り上げられているわけですけれども、本の中に危険防止のマークというのがあるよ

うです。単純な注意マークの方が伝わりやすいように、調べてみると私は思いました。その

辺、皆さんの御意見、どうなんでしょう。 

○小島委員長  

 申しわけありません。どの出版社でしょうか。 

○吉﨑委員  

 東京書籍の本を見せてもらったんです。 

○野村教育長  

 どうでしょうかという質問だったんですが、私も各教科書をずっと見ていて、吉﨑委員さ

んが御指摘するように、特に実験に対する危険防止、安全管理という点では、東京書籍はか

なり緻密に指示をしているというふうに受け取りました。 

○村松委員  

 何を勉強させるかというところが一番なんです。今、日本も、理科というのがかなり力が

落ちてきているということを言われていますよね。結局、実験といったものを重視して、実

験をする施設設備があって、それがきちっと学校でスムーズに行われているかどうかという

のは、これはなかなか学校によって難しいところがあると思うんですが、いずれにしても科

学の興味を引き出すためには実験というのは必要だと思うんですね。ただ、実験の中で、教

材として結論を全部出しちゃっている教材がいいのかどうかという問題は、僕はあるんです

ね。今、おっしゃった東京書籍などは、課題解決能力を身につける。さっきの数学と一緒な

んですが、結論を出しちゃいけないんじゃないか。要するに、こうこうこうだから、こうで、

こういう事例がありますよという事例まで出しちゃうというのは、あまりいいことではない

んじゃないか。もちろん実験というのは注意も大事なんですが、注意というのは学校の先生

がきちっとやるべきことであって、教材で注意があるから教材を読んでやりなさいというこ

とじゃないと思うんですね。僕はバランスからいくと教育出版の教材がきちっと基礎から発

展にどう興味を持たせて、最後の結論は出さずに、あとは皆さん方で考えてごらんなさいと

いうようなつくり方をしているんじゃないか。そういった意味では、僕は教育出版が一番す

ぐれているんじゃないかというふうに思ったんですけど。 



○小島委員長  

 では、ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 思ったんですけど、何かあるんですか。 

○村松委員  

 だから、それにしたいということです。学校図書と東京書籍と教育出版の３つを選んだん

です。今言われた東京書籍の問題が出てましたね。だけど、それは先ほど言ったように、つ

くり方が、きちっと、親切すぎる。だから、理科というのはさっき言った考えさせた方がも

っといいんじゃないかという意味で、教育出版がいいんじゃないかというふうに思いました。 

○小島委員長  

 ほかにいかがでしょうか。 

○五十嵐委員  

 理科離れとか言われる中で、実際に今、子供たちも幼くなっている部分もあるんでしょう

けれども、中学生とはいえども、実験なんかをすることによって興味を持ってそのことを取

り組めるということになるんでしょうが、なかなか先生方もすべて教科書に載っている実験

ですとか、それ以外の実験に取り組むということも難しいのが現状じゃないかなと思うんで

すね。そういう中で、やはり教科書の中で実験を取り上げて、うまく紹介するということも、

現実問題としては必要になってくるんじゃないかなと思うんですね。そういう部分で東京書

籍は、電気とかすごくわかりにくいところがありますよね。ここも非常に丁寧に写真で紹介

していて、私なんかが見ても、ああ、そうなんだと思うような取り上げ方をしていますので、

子供たちが実際にクラスの授業に出していったときには、やはりちょっとこれはという意味

じゃないかなというふうに思いました。 

○野村教育長  

 確かに五十嵐委員がおっしゃっているように、これは数学だけじゃなくて、理科も大変丁

寧に、順序よく説明されている。この説明の仕方なんですけれども、東書にしても教出にし

ても学図にしても、その説明で特に重要なキーワードがゴチック化されている。だから、文

章を読まなくても、ゴチックを拾っていくと大体試験には丸がつくという感じを受ける組み

方をしてあるわけですね。ところが、大日本図書はゴチックがない。ここが大きな開きがあ

るなというのを私はいろいろと見た中で感じました。 

 それから今、議論されている実験についてですが、確かに教出は、あとはあなたが考えな



さいよといっているんですが、考えて違った結果が出たままでは困るんですよね。そこで東

京書籍のを見ますと、見開き２ぺージで１実験が完了しているわけです。ところが実験の結

果は出てない。次のぺージを開くと実験の結果が出ている。これは、そこまでやって、あと

は考えなさいよと言いながら、次に自分が見たら、ああ、私のやった実験は合っていたとか

合ってないとか。それが同じ見開き２ぺージの中に全部組み込まれている教科書もあるんで

すね。これはもうみずから実験して考える力というのを阻害しているなと思ったんですが、

そういう点では実験、観察などはフローチャート化しているということが一つの特色に東書

は挙げられると思うんですね。もちろん、今言ったように実験の結果は次ぺージに出ている

ということと、もう一つの特色は、これは丁寧さに類するものなのかどうなのか、ある一つ

の実験に対して、別の実験を示唆している。この実験をやりましょうと、主実験がそこにあ

るんですけれども、もう一つ別の別法として、違った方法でその実験を試みさせているとい

うものが、そのぺージの中にあるわけです。これは丁寧にやらせるというねらいなのか、多

角的な実験を通して結論を導き出そうということなのか。今、五十嵐委員がおっしゃったよ

うに、現実にはなかなか、さまざまな実験を学校教育の現場の中で導入するということは難

しいのじゃないかという心配をなさっていたけど、やはり子供にしては、発展としてその別

法の実験をさせることも大事だし、あるいはいろいろな物の見方ができる、そういう視点を

与えるという点でも、一つの見開きの中に、この実験があって、この実験の結果は次のぺー

ジに出ているわけですが、こういう実験の方法もあるんじゃないかと示唆しているという、

学習の多様化という点では東書がよろしいんじゃないかなと思いました。 

○村松委員  

 恐らくね、物理・化学というのは理系で、地学・生物というのを文系で、これはある程度、

文系とか理系で分かれている。どこまで中学で教えればいいかというところがあると思うん

ですね。基本的には、もっと自分はじゃあ将来こういうふうな勉強をさらに突っ込んでやっ

ていきたい。こっちなら、こっちの勉強を突っ込んでやりたい。その導入部分が、多分中学

の教科書で、理科好きにまずさせるということが非常に大事じゃないかと思うんですね。そ

こに興味がなくなると、結局理科嫌いになって、理科嫌いだから、じゃあ文系に行って生

物・地学でね、何とか事を済まそうみたいなことでは本当は困るので、やっぱり今の社会の

中でいくと、日本もやっぱり理数系、特に理数系というのは僕は数学、物理・化学だと思う

んですね。ここにどこまで興味を持たせることができるかどうかということですから、実験

しながら物理・化学に興味を持っていくということが一番いいと思うんですが、そこは難し



いところで、あまり親切であってもいけないし、あなた方がやったときにどこまできちっと、

もっと奥があるんですよということを常にね、与えていくような、示唆できるような教え方

をしてほしいなというふうに思うんですね。その基本的な教材ですから。特にこの第一分野

は先生の力量というのはすごく大事なところだと思うんですね。ですから、もちろん教材の

よしあし以上に先生の力量というのは必要なんですが、確かにおっしゃるように、別の実験

があって、これはこれでプラスというか、大きな要素は要素だと思いますけどね。 

○野村教育長  

 今、黒板実験という言葉があるようにね、忙しい先生が前の時間ここのクラスでやってい

て、次の時間こっちのクラスでやるとなると、こっちのクラスのための実験の準備というの

は、なかなかつくりにくい。そうなってくると、ついつい黒板実験になっちゃいますね。だ

から子供たちは非常に理科というものから離れていって、ただ知識として理解する。自分の

手で、頭で、肌で実験を試みる機会が少ない。そういう意味で私は、より多くの実験がね、

子供たちに与えていく。本来、今の中学生ぐらいの年齢というのは、やったことのない実験

を試みる、すごく興味・関心の強い時期なんですよね。それが黒板実験にならざるを得ない

状況を打破していかなければならない。そのためにはやっぱり教科書の中でどんどんどんど

ん実験の機会を提示して、こういう言い方は悪いんですけれども、やらざるを得ない状況に、

子供にも先生にも追い込んでいくということも一つの教育の打開策ではないか。そういう意

味では理科の実験、観察というものに非常に丁寧に出ている。どんな器具をそろえたらいい

かということは、実験の下に出ているんですね。だから、子供でも理科室へ行って実験器具

をそろえる。昔は教科書を見ると、そんなの出てなくて、先生の指導書の中に書いてあるか

ら、先生が理科室へ行って実験器具をセットしなければならなかったんですけれども、今は

子供自身が教科書を見て、その実験の器具を理科室に準備するということができるような配

慮が施されている。そういう意味で私は各社の教科書を見る中で、そういうものを非常に手

厚く扱っているのが東書じゃなかったかと思います。 

○小島委員長  

 東京書籍ですね。では、東京書籍と教育出版に御議論が集中しているような気がいたしま

すので、この２冊について挙手で採決させていただいてよろしいでしょうか。 

 では、まず東京書籍についてお伺いします。東京書籍の教科書に御賛同くださる方、挙手

をお願いいたします。 

               （  挙  手  ３ 人  ） 



 お三方。では多数決をもちまして、東京書籍株式会社の「新編新しい科学一分野」の採択

を決定いたしました。 

 引き続き理科「第二分野」にまいります。御意見をお願いいたします。 

○吉﨑委員  

 今、第一分野が東京書籍に決まったようでございますけども、この第一と第二が違う教科

書会社ということ、これはなかなか選びにくいんじゃないかと思いますので、第一も第二も

同じ方がよろしかろうと、こんなふうに思います。 

○小島委員長  

 ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 今の吉﨑さんの発言の根拠の出どころというのは、この前の調査委員会の調査委員の報告

の中で、現在、理科の教科書が２社によって行われていると。これは先生方が大変使いにく

いので、１社に絞ってくれというような強い意見があったように記憶しているんですね。そ

こら辺にかなり傾斜がかかった御発言ではなかったかと思うんです。２類の方というんでし

ょうか、第二分野の方は、どちらかというと観察が多い。そういう意味で、両方、一分野も

二分野も同じ方がいいという御発言だったわけで、先生方の御意見等を尊重すれば、私はそ

の方向で検討していく必要もあるかなと思います。 

○小島委員長  

 参考までに申し上げますと、現在使われている教科書は理科の第一分野が教育出版、第二

分野が学校図書というふうに異なっております。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○村松委員  

 確かに監修者も同じですしね、やっぱり流れている考え方って同じだと思うんですね。恐

らく量と応用も同じだと思うんです。お互いに補完され合っているだろうと思いますから、

確かに一緒の方がいいと思うんですね。そういうことからいけば、僕は両方とも教育出版と

思っていたんですが、東京書籍になったら東京書籍でよろしいんじゃないかと思います。 

○野村教育長  

 それじゃ、具体的にちょっと資料をお見せしますけど、これは教出と啓林だったかな。な

ぜお見せしたかというと、これ、裸子植物と被子植物のフローチャート式に図解をしている

んですが、一番具体的に出ているのは同じ教科書会社なんですね。例えば教出もすごくシャ



ープにまとめているんですが、すごくシャープですね。見た目はすっきりしているんですが、

結局ここに被子植物と裸子植物で、その後具体的などんな、被子植物と裸子植物にどんな具

体的な植物があるのかという提示がない。むしろ我々はここが必要なんですね。裸子だとか

被子だとかということよりも、ここのどんな植物が裸子植物で、どんな植物が日常生活と結

びつくか考えていくときには、こういうすっきりとしたフローチャート式な図解もよろしい

んですけれども、他社のを見ますと、啓林なんですが、ここに具体的に図案で出てきている

わけです。これは実物の写真でその植物の種類が出ている。そういう具体性を考えていくと、

やっぱり写真が一番具体性が強いんじゃないか。その写真の鮮明度によりますけれども、教

科書を見る限り、そんなに悪くないんじゃないかと思います。 

 それから、消化器官についてですが、こういうのもどういう消化器官がどこへ、でんぷん

はどこでどう消化され、タンパク質はどこでどう消化されというような、いろいろ各社とも

工夫をしているんですね。ですから、どこがどうと我々の感覚では選びきれない、正直なと

ころ。やっぱり自分が実際に見て、ああ、こうなのかとうなずいたものが私は教出と東書だ

と思いました。そういう意味で教出と東書を選んだんですが。 

○村松委員  

 反論するわけじゃないんですが、さっき言った数学と理科というのは、答えを導き出す、

結論があっちゃいけない。過程が大事なんですね。だから、全く理科もそういった意味では

同じようにね、最後の答えまでやっぱり出しちゃ、僕はまずいというよりも、むしろ考えな

さい、じゃあどういうのがあるのか、辞書で調べなさいとか図鑑で調べなさいとか、先生が

そこまで指導していって、それに子供たちが興味を持って調べていって、あ、そういう単子

葉植物にはこういうものがあるのかというふうなことがわかった方が、僕は理科らしいし、

数学らしいと思うんですね。結論をね、答えが先にあっちゃって、要するにそのプロセスと

いうものをきちっと考えさせて答え出るならいいんだけど、答えを先に出しちゃって、何だ、

そうか、こっちの、こういうものが単子葉植物なのかというふうに思っちゃっては僕はいけ

ないんじゃないかというところはあるんですよね。そのちょっとの違いだけなんです。 

○野村教育長  

 よくわかりますよ。情報活用能力からいったら、まさに村松さんのおっしゃるように、自

分で探求していくという指令がね、ものすごく大事です。そういう意味では社会科の教科書

にしても理科にしても、ここに結論めいたものがあるけれども、さらに自分でお調べなさい

ということで、ホームぺージ、パソコンのインターネットで調べる会社がダーッと出てくる。 



○村松委員  

 インターネット関係は、歴史もそうですし、公民もそうですし、理科もそうですけど、や

っぱり教育出版というのはすごくインターネットの活用ということについての進め方という

のは、確かに一番奥が深いんですね。だから、これからの時代、歴史も公民も、さっきの話

に出たように、考えさせる習慣を子供たちにどうやっぱりつけさせていくかと。それが教育

だろうというふうに僕は思うんですね。だから、結論ありきじゃなくて、常に子供たちはな

ぜだろう、どうしてだろうということを常に考えていってくれる子供になってほしいな。特

に今の世の中、非常に複雑になってきていますから、昔みたいに単純じゃないですからね。

だからＡがあってＢがあって、食料がどんどんどんどん豊富になればなるほど、今度は、逆

な課題というのが出てくる。環境問題からエネルギー問題から、いろいろ出てくるわけです

ね。それと世界の格差みたいなのがどんどんふえてきて、一極に食物が集中している国、全

然食べ物のない国もあるわけで、だからそういった意味では、ぜいたくをするということが

どういう影響を与えているのかということを常に考えてくれる子供になってくれれば一番い

いのかなと思いますね。今までの日本というのは、とにかく食べることで精いっぱいだった

から、そっちの方の教育みたいなのがなかった、だから科学が発達しなければいけない。食

べ物は豊富でなければいけないみたいなことを思ってずっときたわけですよね。そこでいろ

いろな問題が出てきちゃった。それを立ち止まって考えられるような子供になってもらいた

い。そういうところで、結論はあまり出さない方がいいんじゃないかという感じです。 

○野村教育長  

 そういうことで、僕は２０世紀の化石ですからね、何かパソコンだとかそういうもので調

べるということよりも、原則研究していく基本は、私は活字だと思っているんですよ。図書

を調べるという。そういう意味では、逗子には各学校が情報活用センター、情報学習センタ

ーを、ともかくつくろうというふうな今、皆さん努力をしてくださっている。それと同時に、

既にパソコンの教室もセットされている。これからの時代はどちらかというとパソコンの検

索の方が進んでいくだろうと思うんですが、パソコンの検索と同時に、やっぱり私は図書に

よってじっくりとね、繰り返し繰り返し見ることのできる図書によって研究の基盤をつくる

ことが、ものすごく大事になってくる。そういう意味で理科の実験だとか観察も、ただ村松

委員がおっしゃるように、結論があるんじゃなくて、それを通してさらにこういう視点であ

なた、この問題考えてごらんよということの指示がね、やはり教科書の中で見えてくる教科

書というのが私は大事だと思います。そういう意味で選んできたのが教出と東書だったんで



す。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。それでは、教育出版の教科書のよさも述べられておりますし、第

一、第二が同じ教科書の方がよいだろうということで、東京書籍の御推薦もございますので、

この２冊について挙手をお願いしてもよろしいでしょうか。 

 では、東京書籍からまいります。東京書籍の教科書に御賛同くださる方、挙手をお願いい

たします。 

               （  挙  手  全 員  ） 

 よろしいですか。では、全員一致ということで、理科「第二分野」につきましては東京書

籍株式会社の「新編新しい科学－二分野」の採択に決定いたしました。 

 次に、中学校「音楽」にまいりたいと思います。音楽は、音楽一般と器楽がございますが、

その両方につきまして、その学習の目標が、表現及び鑑賞の幅広い活動を通して音楽を愛好

する心情を育てるとともに、音楽に対する感情を豊かにし、音楽活動の基礎的な能力を伸ば

し、豊かな情操を養うということが掲げられております。では、御意見をお願いいたします。 

○五十嵐委員  

 理科も一分野、二分野を同じ出版社というふうに今お話がありましたけれども、前提とし

て、やはり音楽の教科書と器楽は同じ会社のものを使った方がいいんじゃないかなというふ

うに思うんですけれども。それとあわせて、２社しかない中で選ぶわけなんですから、どの

辺に選ぶポイントを持っていくかということの問題になってしまうかと思うんですけれども、

やっぱりいろいろな音楽を聞かせてあげたいとか、触れさせてあげたいとかという意味では、

民謡の取り上げ方ですとか、それから民族音楽の取り上げ方ですとか、その辺が重要になっ

てくるんじゃないかなというふうに思いました。どちらかということになってしまうので、

教育出版の取り上げ方としては、民謡の取り上げ方が多いんじゃないかというふうに思いま

したけれども、いかがでしょうか。 

○小島委員長  

 今、教育出版を御推薦なさったのですね。ありがとうございます。ほかにいかがでしょう

か。 

○村松委員  

 これもはっきり際立っているところですね。どう違うかというと、教育出版というのは、

どっちかというとやっぱり表現とか、そういったところにかなり重点が多くて、芸術の方と



いうのは鑑賞の方にかなり重点が置いてある。どっちかというと、教出は和楽、和の方に重

点が置いてあって、芸術というのは洋の方に重点が置いてある。割に芸術の方が幅広い。教

出の方が割に狭い範囲内の中にあるというような、見た感じではそういう方向になっている

んじゃないか。どっちが中学校の子供たちには大事かということになるんですが、もちろん

音楽というのは趣味の世界なので、いろいろな例えばクラシックが好きになるとかジャズが

好きになるとか演歌が好きになるというのは、これからの問題であるわけですから、中学校

の時代は、どっちかといえば表現というのを重要視した方がいいんじゃないかという感じで、

僕も教育出版の方がいいという気がしますね。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 逗子の中学校の一つの特色として、各学校が非常に音楽に対して、私はレベルが高いと思

っています。特に各中学校の合唱祭等を見ますと、本当にこれは入場料を取っても聞かせた

いぐらいの力量を発揮しています。今度はプラザができましたから、発表会はあそこでぜひ

やってもらいたいと思っていますが。そういうことを考えますと、やはりこの音楽の教科書

にも合唱の曲がね、どういうふうに組み込まれているかということは、学校の実態に合わせ

て大変大事な要素になるだろうと思いますね。これは合唱だけが大事じゃなくて、今でも僕

は大事に考えているわけですけれども。特に逗子の中学生の合唱は大変すてきなので、これ

をさらにレベルアップしていくということを考えると、私は音楽に対しては素人ですけれど

も、そういう学校の実態がイメージにありますから、そういう点からこの教科書にさっき言

ったとおり、教出の音楽の教科書の方が、より逗子の子供たちに合っているんじゃないかと

いうふうに感じたわけですね。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。 

○村松委員  

 もう一ついいですか。せっかく逗子のプラザができたんですから、本当に学校としても本

物を聞かせてほしいな。それはクラシックであろうがジャズであろうがいいんですが。だか

ら、そういった意味では、表現と同時に鑑賞というのが大事なことです。ただレコードで、

ＣＤで聞くだけじゃなくて、プラザホールの活用というのも、これから教材は別として、学

校の先生方もなるべく本物を聞かせる。本物というのは、上手でなくたっていいんですね。



やはり楽器をきちっと使った、それぞれの過程で努力している子供たちの音楽を聞かせてい

くというように思うんですが、そういうことをやってほしいな。これは希望です。 

○野村教育長  

 器楽の方の教科書についても次にやらなければいけないんですが、逗子の実態として、こ

の前、小学生のホールでの交響曲の演奏を聞いたときの子供たちの感銘した目の輝き、そう

いうことから考えると、確かにあそこで音楽にさらに接近させていく機会と同時に、逗子に

はそういう音楽家がたくさんいらっしゃるわけですね。そういう方たちにどんどん学校に参

加していただいたり、また指導してくださっている方たちが、あのステージでみずからが演

奏していくということは、ものすごく子供たちに音楽を近寄せることができる。そういう意

味で私は、器楽の方にも入っちゃうんですけれども、器楽の基礎としての力をさらにレベル

アップしていくのに都合のいい教科書ということで、教出を選びました。 

○小島委員長  

 では、そのような音楽、本物の音楽に触れやすい環境にある逗子の子供たちの教科書とし

て、教育出版の御推薦が多かったと思いますけれども、これについて確認をさせていただき

ます。教育出版株式会社の教科書の採択に御賛同くださる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  全 員  ） 

 全員ですね。では、音楽「一般」につきまして、教育出版株式会社「中学音楽－音楽の贈

り物」の採択を決定いたしました。 

 引き続き中学校音楽「器楽」にまいります。これについても御意見がもう出かかっており

ましたが、改めてお願いをいたします。 

○村松委員  

 やはり先ほど五十嵐委員が言われたように、同じ方がいいと思うんですね。先般の久木の

卒業式とか、あるいは逗子の卒業式なんかでも、器楽が上手に演奏されている。ああいった

ものを本当はプラザホールなんかで発表会してくれるといいんじゃないかと思うぐらいレベ

ルが高い。それは別として、やっぱり音楽と器楽というのは同じ方がいいだろうというふう

に思います。 

○小島委員長  

 ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 先ほど言いかけて結論を言わなかったんですが、合奏教材の楽しい曲がかなり教出の中に



は組み込まれている。また身体表現、体を使った表現活動ができる楽曲もかなり含まれてい

るように私は感じます。合唱のレベルアップと同時に、器楽演奏などにも力を注がれるきっ

かけになる教科書として、五十嵐委員がおっしゃっているように、同一教科書がいいという

観点ではなく、楽器を扱った教材もかなり逗子の子供のためになるんじゃないか。そういう

意味で、教出の音楽「器楽」の教科書を薦めたいと思います。 

○小島委員長  

 ほかにいかがでしょうか。 

 よろしいですか。では、音楽一般と合わせるということだけでなく、教育出版の教科書の

よさということが指摘されておりますが、教育出版ということでよろしいでしょうか。挙手

で確認をさせていただきます。教育出版株式会社の教科書の採択に御賛同くださる方、挙手

をお願いいたします。 

               （  挙  手  全 員  ） 

 全員一致ですね。全員一致ですので、中学校「器楽」につきましては教育出版株式会社の

中学器楽「音楽の贈り物」の採択を決定いたしました。 

 次に、中学「美術」に進ませていただきます。美術につきましては、その指導の目標は、

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術の創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情

を育てるとともに、感性を豊かにし、美術の基礎的能力を伸ばし、豊かな情操を養うことが

目標とされております。では、御意見をいただけますでしょうか。 

○五十嵐委員  

 今の指導要領を聞かせていただいてといいますか、踏まえると、光村の教科書というのが、

それに沿った形で編集されているのではないかなというふうに思います。確かにけいこする

とかについては、少ないんですけれども、鑑賞を見るとか、味わうとか、そういう意味では

非常にすぐれているのではないかなと思います。ただ、実際、授業にどういうふうな形でと

いうことを考えると、ほかの２社のものの方が使いやすいのかなという感じはしました。３

社しかないので、一応そういう感想に近いようなものになってしまいますけれども、３つと

も甲乙つけがたいというところはあるかと思います。 

○小島委員長  

 ほかの２社とおっしゃったのは、日本文教出版と開隆堂のものということでよろしいです

ね。ほかにいかがでしょうか。 

○村松委員  



 生徒の作品を重視するか、文化芸術を重んじるか、美術はそれぞれどちらを大事にするか

ですね。３つの教科書を見ますと、かなり文章力としては、さっきおっしゃった光村のもの

はかなり進んでおりまして、中身としても結構高度だろう。生徒の作品いっぱいやっている

のは開隆堂と日文ですが。ただ、判型からいくと、開隆堂と日文の判型の方が大きいから、

ビジュアル的には非常に見やすいということはありますよね。ですから、僕はどっちがいい

かということを考えたときに、中学校だから、まだ生徒の作品というのを重視した方がいい

んじゃないか。本物ももちろん見る目を養うということは必要なんですが、さっきの音楽ほ

どではないだろうと思いますね。そういった意味では、創作意欲をかきたてるという子供が

どこまでそういった意欲を持たせられるかということからいったときには、日文の方がいい

んじゃないかなという気がしております。 

○吉﨑委員  

 私も３社の中でですね、こんなに判が大きくなっている２社がきれいだなと思って中を見

せてもらいました。これを見まして、中に載っている作品がきれいな色彩で、とても発色が

良く印刷されていますので、どっちかというと日文の方がよかろうと、こんなふうに思って

おります。 

○小島委員長  

 日文というお声がありました。 

○野村教育長  

 光村の教科書がちょっと見つからないので、印象で申しわけありませんが、書き手のこと

が、このサンプルに出ていますよね。このサンプルに対してどういう作者が書いたのかとい

うことをきめ細かに書いてあるのは光村なんですよね。この書いた人の背景がわかって、こ

の絵を鑑賞するということは、作品と作者と鑑賞者とのつながりを非常によく結びつけてい

る。いわゆる心のコミュニケーションというものが、ものすごく豊かになる。なぜ本や何か

だとか、絵にサインがしてあるか。書き手がだれであるかということが具体的にわかるとい

うことは、その作品が非常に身近に感じる。そういう意味では、私は光村の教科書はいいわ

けですけれども、ただ美術の場合、そこに書かれている文章を十分理解しなければならない

という、プラス・アルファがくっついてくるところに一つ難点があるわけです。それは、豊

かな言葉をはぐくむということを国語の教科書からも主張しているように、かなりそういう

心情的な部分を前面に出して教科書づくりをしているという見方をしました。そして、今、

村松委員がおっしゃったように、やっぱり本物に近いものを、本物を見るわけにいかないわ



けですが、本物に近いものを見せていくということは、やっぱり大事なんじゃないか。そう

なってきたときに、やはり紙面の中で小さくいろいろなサンプルを凝縮してたくさん見せて、

こんなにいろいろな名画があるんだよというよりも、一発勝負、こういうふうにボンと出し

た方がね、私はインパクトが強いと思う。そこに鑑賞の目も育つのではないかと思うんです。

そういう意味では、この教科書３社を比べると、日文の教科書が一番絵のサンプルが大きい

んですね。これは鑑賞に十分耐え得るものではないかと私は思っております。開隆堂もいい

んですが、かなり細かく作品が入り込んでいて、落ち着きがない。そんなことから、私は美

術の方は日文を推薦したいと思っています。 

○小島委員長  

 それでは、３社しかございませんけれども、その中でも日文というお声が多かったような

気がいたしますので、まず日文の教科書についてお伺いします。日本文教出版株式会社の教

科書の採択に御賛同くださる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  全 員  ） 

 全員一致ということで、中学校「美術」は日本文教出版株式会社「美術」の採択に決定い

たしました。 

 引き続きまして、中学校「保健体育」にまいります。その指導の目標といたしましては、

このように書かれております。心と体を一体としてとらえ、運動や健康、安全についての理

解と運動の合理的な実践を通して積極的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに、健康

の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かな生活を営む態度を育て

る。以上でございます。御意見をお願いいたします。 

○五十嵐委員  

 健康の増進という意味では、保健体育は非常に大事な科目になってくるんじゃないかなと

思うんですけれども、これから社会人になっていく子供たちが基本的に健康で過ごすという

ことを、やっぱりここできちんと学んでいってほしいなというふうに強く思っております。

そういう意味では、東京書籍がベーシックオールという扱いで、基本的な言葉をきっちり載

せていることとか、あと事故、蘇生法とかそういう部分では、流用の設定が非常にわかりや

すい扱いをしていることとか、評価できると思います。学研の方で、運動とスポーツという

ような言葉使いをその中でしていますけれども、そういう学研のスポーツというとらえも非

常にいい扱いかなというふうに思います。東京書籍と学研が私はいいんじゃないかなという

ふうに思いました。 



○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか、お願いいたします。 

○吉﨑委員  

 私は、学研の教科書をよく見たんですけれども、これは課題解決型の学習展開、こういう

構成になっている、そんなふうに思いました。各項目や資料、実習、そういうのがまとめら

れているんで、生徒の興味だとか関心、意欲を引き出す工夫がなされている。こんなふうに

思いました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 今、大変話題になっている飲酒、喫煙、薬物、そういうものに関しては、大日本図書の８

ぺージに比べて、東書や学研は１２ぺージもとって詳しく説明している。そこに扱われてい

る写真、被害が出た後の写真がちょっと刺激的で、私はあまり教科書を開くのが好まないぐ

らい刺激的な写真が登場しているわけですけれども、大日本図書の８ぺージに比べてやはり

かなり東京書籍と学研は詳しく扱っているというところは、大事な部分ではないかと思いま

す。さらに、大日本図書は資料としてはよいと思うんですが、文字の大きさがちょっと小さ

いんじゃないかな。いかがでしょうか。教科書としては細か過ぎる感じがしております。中

学生ですから、文字の小さい教科書も必要ではないかと思いますが。我々が中学生のころ、

こんな大きな字で勉強したわけではありませんから、その点は大丈夫かとは思うんですが、

そんな配慮もちょっと試みてみました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

 ございませんか。では、３冊しかもともとございません。大日本については難が指摘され

たと思いますので、それ以外の学研と東京書籍につきまして絞って御意見を伺いたいと思い

ますが、それでよろしいでしょうか。 

 では、学習研究社の教科書の採択に御賛同くださる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  １ 人  ） 

 お１人。確認いたします。東京書籍の教科書の採択に御賛同くださる方、挙手をお願いい

たします。 

               （  挙  手  ３ 人  ） 



 お三方。では、中学校「保健体育」について、東京書籍株式会社「新編新しい保健体育」

の採択を決定いたしました。 

 次に、中学校の「技術家庭」にまいりますが、その指導の目標といたしまして、生活に必

要な基礎的知識と技術の修得を通して、生活と技術とのかかわりについて理解を深め、進ん

で生活を工夫し、創造する能力と実践的な態度を育てるというふうに掲げられております。

では御意見をお願いいたします。 

○五十嵐委員  

 ホモサピエンスというふうに人間のことを呼ばれていますけれども、ホモサーベルという

言い方もあったりして、物をつくる、つくれる人であった方がいいというふうに私も常々思

うんですが、技術の分野ですごくたくさんいろいろなものに挑戦したりしてつくってみると

いうことが、開隆堂の方が多く入れられていると思います。 

○小島委員長  

 私が混乱させたかもしれません。先ほどの学習指導要領は、技術・家庭、あわせたものを

申し上げましたが、今、審議するのは技術のみでございます。申しわけありません。 

○五十嵐委員  

 開隆堂の方が多分多いと思います。つくり方なんかもきめ細かく、細かい技術的なことと

か、つくる過程とかをすごく細かく紹介をしていて、私たちが中学生のころには技術は男の

子しかやらなかったわけですけれども、女性でもきちんと一定のものをつくれるように、親

切に解説して、科学的な処理の仕方をしているなというふうに思いました。私は開隆堂の方

がよかったんじゃないかなと思います。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 記憶違いだったら訂正してください。調査委員会での調査委員の報告の中で、大きな要望

として、技術と家庭科は別の会社にしてほしいというような意見があったように記憶してい

るんです。そのときに、私の聞き間違いか、東京書籍の方が何か種類が多くてやりきれない

んじゃないか。学校の学習の中でやりきれるようなものを選んでほしいというような意見が

あったやに記憶しているんですが、どうでしょう。 

○村松委員  

 保健体育もそういうような話ありましたね。だから、全部が全部取り上げて、やはり全部



教えるということはなかなか難しい。だからピンポイントで一部教えていく。だから、先ほ

どの話じゃないですが、やっぱりピンポイントで教えていくときは、喫煙の重要性、飲酒と

の問題とか、そういったところをしっかりと押さえて教えていく。先ほどの保健体育ですね。

技術も多分、そういうピンポイントで教えていかれると思うんですね。だから、じゃあ現代

的な技術って何だというと、コンピュータだとか、パソコンだとか、そういったところとい

うのを重要性に従って教えていったらいいというようなことでやっていくんじゃないかなと

いうふうには思っているんですがね。全部が全部、とても教え切れないとおっしゃっていた。 

○野村教育長  

 開隆堂なんかは、エネルギーの有効性というんですか、自転車の修理の仕方みたいのまで

出ているんですよね。今の中学生は、まだバイク乗れませんから、自転車が唯一の乗り物だ

と思うんで、そういう意味では学校で学んだことを、そのまま日常生活の中で生かされる、

そういう教材が豊富だというのは開隆堂ではないかな。 

 ○村松委員  

 さっき言ったエネルギーの関係、あるいはパソコンとか、今の大事なところというのを、

開隆堂が結構押さえてあるんですよね。私もそういった意味では開隆堂が、技術というより

も、生活の中の技術ですけれども、一番いいんじゃないかという気がしましたけど。 

○吉﨑委員  

 私も開隆堂がいいと思っております。これは実践的・体験的活動を取り上げている内容が

多い。それから、本のつくりが大変丁寧にできている。そんなことを感じますので、開隆堂

にしたいと思います。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。それでは開隆堂と東京書籍の２社しかございませんが、開隆堂と

いうお声が多かったように思いますので、確認をさせていただきます。開隆堂の教科書の採

択に御賛同くださる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  全 員  ） 

 全員ですね。では、全員一致で「技術分野」につきましては開隆堂出版株式会社の技術家

庭「技術分野」の採択を決定いたします。 

 続きまして、同じく家庭の「家庭分野」ですね、これについて御意見をお願いいたします。

家庭分野も同じく東京書籍、開隆堂の２社からのみ教科書が出されております。いかがでし

ょうか。 



○五十嵐委員  

 男女共同参画という時代になって、男性もいろいろ調理をする機会がふえてきたと思いま

すけれども。先ほども保健のときに言いましたけれども、健康な生活を送るためには食生活

が非常に大事なので、いろいろありますよね。調理実習ということに着目すれば、東京書籍

の方が非常に見やすくてわかりやすい取り扱いをしていると思います。先ほども違う教科書

に絡むことを、現場の先生が希望されていたようなことだと思いますけれども、特にそれを

取り上げるにしても取り上げないにしても、ここのところは技術と家庭は別の教科書でもよ

ろしいんじゃないかなと思います。 

○小島委員長  

 ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 これから大きな教育の課題の一つとなります食教育という観点から、私は家庭科の教科書

を見させていただいたんですが、いわゆる食品の栄養の摂取量だとか、そういったものの具

体性、それから実際に材料を使って料理をしていくときの説明というのは、大変ゆったりと

展開されている。そういうゆったり気分で学習できて、豊かな食生活が展開できる、そうい

うようなねらいが東京書籍の方には見られると思いました。今、五十嵐委員がおっしゃって

いたように、この前の調査委員会の先生の実態、先生方の御意見では、必ずしも技術と家庭

科が同じ教科書会社じゃなくてもよろしいと思いますということをかなり明確におっしゃっ

ていた点から考えて、どちらの教科書という話はございませんでしたが、別でもよろしいん

じゃないかという意見もございました。それに影響されているということではございません

が、参考にさせていただければ、私は技術が開隆堂で家庭科が東書でも差し支えないんじゃ

ないかなと思います。 

○小島委員長  

 確認をさせていただきますが、違う方がよいとおっしゃったのではなくて、調査員は、違

っても支障はないというふうにおっしゃったんですよね。それでよろしいですか。ほかにい

かがでしょうか。 

○村松委員  

 この家庭分野というのは、料理だとかいろいろな生活一般で、生徒だけじゃなくて、母親

にも読んでほしいという中身が結構ありますよね。だから、本来この家庭というのは、子供

たちが学習すると同時に、やっぱり食というのは、ものすごく大事ですから、その食につい



ての親子の会話ができるような中身が必要ですよ。そういった意味では、東京書籍も開隆堂

も、両方ともどっちでもいいなんて言うと叱られますけれども、ほとんど中身はよく似てい

るわけですね。だけど、その辺はやっぱり子供たちが家へ帰って、こういうあれが大事です

よというような話が本来できればいいんじゃないかな。どっちでもいいというような感じが

しておりますけれども、そんなに大差はないというか、ほとんど大差ないですね。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。 

○吉﨑委員  

 開隆堂もいいんじゃないかなというふうに思っておりますけれども。 

○小島委員長  

 特に理由はございますか。 

○吉﨑委員  

 資料を読んでみて、そんなふうに感じました。 

○小島委員長  

 それでは、２社しかございません。特に技術と家庭をそろえる必要があるわけではないと

いうことも前提にさせていただきまして、どちらがいいとも言えないという御意見もありま

したので、両方についてお伺いします。まず開隆堂出版の教科書の採択に御賛同くださる方、

挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  １ 人  ） 

 お１人ですね。確認します。東京書籍の教科書の採択に御賛同くださる方、挙手をお願い

いたします。 

               （  挙  手  ２ 人  ） 

 村松委員は棄権をなさいますか。 

○村松委員  

 東京書籍がいいと思います。 

○小島委員長  

 では、お三方の賛同を得たということで、東京書籍株式会社「新編新しい技術・家庭－家

庭分野」の採択を決定いたしました。 

 次に、中学「英語」にまいります。学習指導要領では、英語というふうに定められており

ませんで、外国語となっておりますけれども、外国語すなわち英語を通じて言語や文化に対



する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、聞くこと

や話すことなどの実践的コミュニケーション能力の基礎を養うことが目標とされております。

いかがでしょうか。職務代理、私に発言権をいただければありがたいんですが。 

 では、続けて私なりの見解をお示しさせていただきたいと思います。教科書は全部で６社

ございます。どれも非常に学習指導要領にのっとった、よくつくられた教科書だというふう

に拝見をいたしました。今の学習指導要領ですと、中学生が必ず学習しなければならない単

語というのを文部科学省は１００語定めております。それだけやればいいということではな

くて、それプラスあと８００語、トータル９００を中学で学ぶように、９００程度ですね。

ということは、１００語はどの教科書も共通して使っておりますけれども、あとの８００に

ついては教科書をつくった方々の裁量に任されているということになります。そうすると、

どういう内容を用いてその教科書に８００語を使っていくかというところなんですけれども、

どの教科書も教えるべき文型、文法というか文型については、きちんと取り扱っております。

こういう状況を取り上げるようにと言われていることも使っていると思います。 

 それプラスのところですけれども、三省堂のニュークラウン、これが多分６社の中で一番、

社会問題とか国際問題ということに真っ向から取り組もうとしている教科書だというふうに

思います。なぜならば、非常に難しい課題、例えば２年生の教科書に「地雷と子供たち」と

いう章があります。３年生では「さだ子と千羽鶴」という広島で被爆して亡くなった方のお

話、それから「私には夢がある」というマーチンルーサーキングジュニアの演説などから、

アメリカの黒人がどうやって市民権を得てきたかというようなことを取り上げております。

あるいはピューリツァ賞を受賞したケビンカーターによる「ハゲワシと少女」という、死に

かけている少女の横でハゲワシが見ている、そういう写真の生々しい写真を掲載したりして

おります。ほかの出版社ではそのような問題を避けているわけではありませんけれども、多

少軽い扱いであったり、あるいはドキュメンタリー風ではなくて、子供と子供の会話の中に

その話題が出てきたりとか、そういうような重みの違いというのがあります。 

 おしなべてどの教科書もきちんと問題提起をしようとしているということはありますけれ

ども。例えば地雷、爆弾、あるいは原爆、そして難民というキーワードを取り上げてみたん

ですけれども、この３つどれも扱っているのは、先ほど申し上げた三省堂のニュークラウン

です。その他の教科書は、東京書籍ニューホライズンが爆弾という言葉と難民という言葉を

取り上げています。ただ、教育出版については、地雷と爆弾のみ取り上げています。学校図

書と開隆堂については、この３つの言葉には触れておりません。光村は地雷について教えて



います。そのように言葉だけではなくて、それがどういうふうに取り上げられたかというこ

とにもよるんですけれども、一番初めに申し上げたように、一番三省堂が深刻な問題を真正

面から取り上げようとしている。東京書籍ニューホライズンは少しそれよりも軽めで、子供

たちの身近な話題というのから英語を教えようとしている。教育出版のワンワールドですけ

れども、これも中間的な立場にあるような気がいたします。 

 全部お話しすると長くなるのでやめますが、そういうところから、この英語の時間、週３

時間しかない英語の時間で何を教えようとするのかということを考えると、例えば総合的な

学習の時間や社会の時間などと組み合わせて、社会で原爆を扱うから英語では原爆に関する

ものを読んでみましょうとか、総合的な学習の時間で地雷の問題を扱うから英語では地雷を

読んでみましょうという連動がいけばいいんですけれども、それができていない現状の中で、

あまりに重たいということは、子供たちにちょっと負担がかかりすぎるのではないかという

のが私の個人的な意見です。そうしますと、非常にまじめな教科書、三省堂は多少重いのだ

ろうなという感じが私はいたしておりまして、それよりも少し楽しくコミュニケーションの

力を養おうという趣旨が強くあらわれている東京書籍のニューホライズンを私は逗子の子供

たちに推薦したいというふうに考えました。以上で発言を終わります。 

 司会に戻ります。ほかに御意見をいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○村松委員  

 あと、かなり会話重視の英語教材になりつつあるなという感じがしているんですが、中学

校のときというのは、やはりある程度の基本的な基礎的文法も教えていかないといけないだ

ろう。全般的に見ると、そういった意味でニューホライズン、それからもう一つの三省堂の

クラウンは、割にオーソドックスなつくり方してありますね。ただ、今言われたように、や

はりかなり時事問題がニュークラウンは多いと思います。今、小島委員長が言われたような

中学でそこまで深刻な確かに題材を与えて、題材の方が興味を持たれたんじゃ困るわけです

ね。やっぱり英語に興味をきちっと持ってもらわないといけない。そういった意味ではニュ

ーホライズンの方がオーソドックス、そして文章の取り上げている題材も、割におとなしい

ということでは、僕もニューホライズンがいいのではないかというふうに思います。 

○小島委員長  

 ほかにいかがでしょうか。 

○野村教育長  

 私も今のお話を伺って、自分でもあまり英語は得意じゃないですけれども、英語の読めな



い、わからない子供が難しいテーマの文章を読み込むことによって、あまり理解が深まらな

い。大事な時事問題なんですから、中途半端な理解で終わってしまうことに危険性を感じて

います。初めて英語を習う１年生などは、やはり英語って楽しいな。使うのがうれしいな。

ああ、私の言ったことが相手に伝わったな。そういう実感を味わえるところに英語への接近

が生まれてくるんじゃないかなと思っているんですね。そういう意味の教科書を私は選んだ

方がいいんじゃないか。会話ということは、逗子の子供たちは、ＩＥＡさんの外国の先生た

ちも参加して英語教育を盛んにやっています。そういう点から考えても、あまり英語の時間

の中で深刻めいた話だけが先行していくと、英語離れをさせてしまうんじゃないか。テーマ

そのものには十分関心はあるわけですけれども、それだったら社会科とか、今、小島委員長

がおっしゃったように、総合との関係で裏打ちが、英語の学習の中で知ったそういう時事問

題をさらに裏打ちとして深い理解を求められる総合的学習の中などでのカリキュラムの連携

がきちんとできている場合には有効性を発揮するんでしょうけれども、それがなくて単独で

そのものが存在しているならば、ちょっと荷が重い。そういうことを感じました。２つの教

科書会社が出ているわけですが、そういうことを感じましたということは、どちらの教科書

がいいかということの答えが出ているような気がするんです。 

○吉﨑委員  

 私も英語というのは、なかなか難しいなと思うんですけれども、三省堂の教科書はやっぱ

り世界共通語の一つとして役割を果たしていると、そういう部分がたくさん感じ取れる。そ

んなことですから、こっちがいいかなというふうに感じていますけれども。 

○野村教育長  

 一つね、端的なキーワードでいけば、英語教育というのは内容を理解させるための教育な

のか、言語活動がきちんとできるための教育なのかということにぶつかるんですよね。そう

なったとき、やはり日本人がこれから国際社会に出て行くということを考えたときに、やっ

ぱり母語になる必要はもちろんありませんけれども、世界の共通語となりつつある英語が使

えるということが大事になってくる。そういうことからキーワードで考えると、英語教育は

内容を理解させる点が教育なのか、言葉を使えるためにするための教育なのかといった場合、

小島委員長のお話のように、私はやはり言葉が使える、言葉が理解できる、そういう教育を

推し進めていく必要があるんじゃないかなと思います。 

○小島委員長  

 あくまでも中学校のレベルで、どこまで重たくするかということで申し上げました。それ



から、きちんとした発音で発話するようにということも指導の内容に入っておりますが、ど

ういう教科書に音声がついているかというのもとらせていただきました。視聴覚教材でＣＤ

のもの、ＤＶＤでものを見せるようになっているものもあります。全社を取り寄せられたわ

けではないのですが、私が推薦したいと申し上げました東京書籍のニューホライズンについ

て、音声と映像とも確認いたしまして、きちんとした、いい英語を教室内で聞かせることが

できるということを、加えて申し上げたいと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○五十嵐委員  

 逗子の教育委員会は本当に御専門が多彩なので、心強い委員会だなと思います。おんぶに

抱っこでは申しわけないんですが、光村の教科書は非常に装丁も英語の絵本のようで、いい

なというふうに思うんですけれども、英語は、なかなかとっつきづらいですから、そういう

ことを苦手な子供たちにとっては、そこばかりというような印象を受けるのかなというふう

にも思いました。それから三省堂の教科書をずっと長いこと逗子の中学校では使っていたと

いうことだと思いますので、見慣れているという面では、みんなが違和感なく受け入れられ

るのかなというふうに思いました。トータルで、いろいろな御意見とか、聞かせていただい

て、東京書籍が文法、それから各用語から思うと、一番いいのかなというふうに思いました。 

○小島委員長  

 ありがとうございます。それでは、全部で６社ございますけれども、東京書籍そして三省

堂について絞りまして挙手をお願いしたいと思います。東京書籍株式会社のニューホライズ

ンの採択に御賛同くださる方、挙手をお願いいたします。 

               （  挙  手  ３ 人  ） 

 お三方でよろしいですか。それでは、多数決により東京書籍株式会社ニューホライズン、

イングリッシュコースⅠ、Ⅱ、Ⅲの採択を決定いたしました。 

 以上でそれぞれの教科についての教科書の審議を終わらせていただきますが、事務局から

何かほかに伝えることがありましたらお願いします。 

○川村教育部次長（学校教育課長事務取扱）  

 最後に御報告いたします。学校教育法第１０７条に、特殊学級においては選定教科用図書

以外を使用することができると記されておりますが、本市の特殊学級担当者及び設置校の校

長に問い合わせましたが、第１０７条に示す教科用図書の希望はございませんでした。以上

です。 



○小島委員長  

 ありがとうございます。それでは、委員の皆様におきましては、長期間にわたりこの教科

書の研究をしていただきまして、それぞれが御自宅にまで教科書をお持ち帰りになり、その

仕事を続けていただきました。大変にありがとうございました。以上をもちまして、議案第

１１号教科用図書の採択につきまして審議を終了させていただきます。 

 

◎日程第７「その他」  

○小島委員長  

 最後に、日程第７「その他」についてを議題といたしますが、事務局から何か議事がござ

いますでしょうか。 

             （「ございません」の声あり ） 

 ございませんか。なければ、以上でその他についてを終わらせていただきます。 

 最後に、次回９月の定例会ですけれども、ただいまいろいろな事情により調整中でありま

すので、後日決まりましたら御報告申し上げるということにさせてください。 

 これをもちまして教育委員会８月定例会を終了いたします。長時間、どうもありがとうご

ざいました。 


